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　世せ界かいを救すくうお仕し事ごとは、なかなか進すすみません。

　ふるさとの森をはなれて半はん日にち、エルフとレーブンは、なにもない平へい地ちを、えんえん歩あるいて、早くもあきています。

「うわあ、木が一本もないや。」

「でも、近ちか道みちなんでしょう。まわり道みちすれば、五倍ばいも長ながいのよ。」

　エルフは、出しゅっ発ぱつのときを思おもいだしていました。

　世せ界かい征せい服ふくをたくらむ魔ま物ものの王おうゴブリン・キングを止とめるため、ふたりは旅たびに出たのです。ゴブリン・キングは、遠とおい、海うみのむこうにいると、手下だった巨きょ人じんは言いいました。海うみに出るには、高たかい危き険けんな山やま々やまをさけて、大きく北きたへまわるか、南みなみへまわる道みちを、ふつうは歩あるきます。

「そりゃあ、できるなら、」

　おそろしい巨きょ人じんは言いったのです。

「まわり道みちしぇず、そのまま山をのぼって、つっきっていくでしゅ。それが一いち番ばん早いでちゅ。でも、やめたほうがいいと思おもいましゅ。」

「いいえ！　近ちか道みちして、早く世せ界かいを救すくうのよ！」

　エルフはそう言いうと、レーブンをひっぱっていって、旅たびのしたくをはじめたのでした。かばんに食しょく料りょう。寒さむくないように、ぼうし。どうして巨きょ人じんが山をおそれるのか、レーブンはきくヒマもありません。

　エルフは家か族ぞくにお別わかれを言いいました。レーブンには家か族ぞくがいませんが、アナグマくんをぎゅっとだきしめ、鳥とりたちにさようならを言いいました。そうして、エルフとレーブンの冒ぼう険けんは、ドタバタとはじまったのでした。



「もう、歩あるいてばかり。」

　エルフは、さっきからぶつぶつ言いっています。

　ネズミのラットくんが、レーブンのポケットから顔かおを出して、ひと声こえ鳴なきました。

「そうだね、ラットくん」と、レーブンはラットくんの耳をなでてあげます。

　エルフは、ふしぎそうにレーブンを見ました。

「なんですって？」

「なんでもない。」

「なんでもないわけ、ないんじゃない。ラットくん、なんて言いったの。」

「いや、ほんと、なんでもないよ。」

とレーブンはくりかえします。レーブンは、動どう物ぶつと話はなしができるのです。

　エルフの、とがった耳の先がほんのり赤くなってきました。

「なんて言いったか、教おしえてよ。」

　すっかりおこっています。



「じゃあ、言いうけど……。『あの子、文もん句くばかり言いってるね』って。」

　ラットくんはチュウと鳴ないて、サッとポケットの中へかくれました。

「『あの子』って、どの子のこと？」

　エルフがききました。両りょう方ほうの耳はもう、真まっ赤かです。

「わからない？　ここにはぼくたちしか、いないじゃないか。」

　レーブンは答こたえます。

「あっそ！」

　エルフは大おお声ごえで言いうと、足音もあらく山のほうへ、いつもの倍ばいの速そく度どで歩あるいていってしまいました。

　ラットくんが、またポケットから顔かおを出しました。

　チュ～ゥ。

「うん、もう大だい丈じょう夫ぶだよ。」

とレーブン。そして、ため息いきをつきました。

「ちぇ。やっぱり、追おいかけて、あやまろうか。」



　エルフに追おいついてあやまったときには、山やま々やまにさしかかっていました。道みちのわきに小川が勢いきおいよく流ながれています。水を飲のもうと、ふたりは、川にかかった石いし橋ばしのところで立ちどまります。レーブンが水を飲のみながら言いいました。

「もうすぐ、あの高たかい山に着つくね。」

「うん、だからこっちに来きてよかったでしょ。夕ゆう飯はんのころには、山をこえて、ゴブリン・キングをさがしにいけるわよ。」

　そんなにうまくいくかなあ、とレーブンが言いおうとしたちょうどそのとき、かすかな足音が聞きこえました。

「しっ、だれか来くる。橋はしの下にかくれよう。悪わるいやつかもしれない。」

　ふたりは、あわてて橋はしの下へもぐりこみます。

「見て！　オニよ！」声こえを殺ころしてエルフが言いいます。

「オニじゃないよ、人だよ。三人いる。」

「レーブンてば、よく見て！　『おそろしの森』にいたオニよ。昼ひる間まだから、人の姿すがたをしているだけ。」

　レーブンは、目をこらしました。

「ほんとだ！　エルフ、よくわかったね！　ぼくたちを、つけてきたんだ。」

　ふたりはぶるっとふるえ、見られないように橋はしの下で小さくちぢまります。その橋はしの上を、人の姿すがたをしたオニが三人、わたりはじめました。

「うーん、感かんじるな、人のにおいだ。」

　背せの高たかいハンサムな青年が言いいました。

「気のせいじゃない？」

　中くらいの優やさしそうなお兄にいさんが言いいました。

「昼ひる間まはこれだから、困こまるねえ。」

　小さな、かわいらしい感かんじの男の子が言いいました。

「オニのときのほうが、鼻はながきくのに。昼ひる間まにものが見えるみたいに、夜よるのほうが鼻はなでわかるよね。」

「とっつかまえて、わたしが華か麗れいに料りょう理りしてやる！　そして、ペロリだ！」

　最さい初しょの声こえが言いいました。

















　三つの声こえはクックックと、いつまでも大きな声こえで不ぶ気き味みに笑わらいました。三つの足音が、山へむかう道みちをのぼって消きえてゆきます。

　エルフは目を見ひらいてレーブンを見ました。声こえがふるえています。

「どうしよう。おなかをすかせたオニが、先に行いっちゃった。わたしたちも、そっちに行いくのに！」

「ひぇええええええ！」















「きみ、もう弓ゆみをちゃんと使つかいこなせるんだろ？　あんなオニなんかバーンってやっつけちゃえよ。」

　橋はしの下で体からだを寄よせあいながら、レーブンは言いいました。

「使つかえるけどっ！　でも、やっぱり何なにがどうなるか、やってみないとわからないのよね。」

「まぐれあたり、か。」

「ひどいっ。そういえばわたし、あなたががんばってるところ、しばらく見てない気がするけどっ！」

「なんだって！」

　そのとき、ラットくんがレーブンのぼうしの下から顔かおを出し、チュ[image: ー]ウッと、今いままでにないほど、長ながく大きく鳴なきました。

　ふたりとも、ラットくんをじっと見ます。

「なんて言いったの？」

と、エルフがレーブンに小さな声こえでききました。

　レーブンは、しょぼーんと、申もうし訳わけなさそうな顔かおをしています。

「ぼくたちが、いつも口げんかしているから、やめないと、ラットくん、家いえに帰かえっちゃうぞって。」

　エルフも、悲かなしそうな顔かおになりました。

「ラットくん、わたし……ごめんね。」

「ラットくん、ごめん。もうしないよ。ね、エルフ？」

「うん、もうしない。こわかったから、つい、いろいろ言いっちゃったの。」

　ふたりともあやまると、レーブンは言いいました。

「じゃあ、出しゅっ発ぱつしよう。オニの気け配はいがないか、注ちゅう意いして行いこうね。」

「暗くらくなるまで待まったほうがいいんじゃない？」

「それは、あまり変かわらないよ。だって、オニは暗くらいほうが鼻はながきくようになるって言いってたじゃないか。目や耳も、もっときくのかもしれないよ。それに、オニのときのほうが、ずっと腹はらペコになってるし。」

「そうか……。なら、わたしたち、千まで数かぞえてから出しゅっ発ぱつしない？」



　そういうわけで、ふたりは千まで数かぞえました。それから顔かおを見み合あわせて、うなずくと、もう一いっ回かい、千まで数かぞえました。

　そうして橋はしの下から出て、出しゅっ発ぱつです。丘おかをこえて山やま道みちをしばらく行いくと、道みちのわきに看かん板ばんが立っていました。



　もちろん、そのとおりにするわけがありません。

　もう少すこし進すすむと、また別べつの看かん板ばんがありました。

「もどれ。この先、ばけもの山。」

と、書かいてありました。

「ばけもの山!?　なんだかいやな予よ感かんがする……。」

　しかし、ふたりは、そのまま歩あるきつづけます。

　すぐに、三つめの看かん板ばんがありました。

















「レーブン、わたしたち引ひきかえしたほうが……。」

「それはない。せっかく、ここまで来きたんだもの、このまま行いこうよ。ぼくたち小さい子どもだから、きっと気づかれないで山をこえられるよ。」

　エルフはためらいましたが、レーブンの言いうことも、わかりました。ここまできて、引ひきかえすわけにはいきません。

　山やま道みちは、だんだん急きゅうになっていきました。あたりには、草が一本もなく、岩いわばかり。音もせず、空には鳥とり一いち羽わいません。

「ねえ……この山、ほんとうに、ばけものがいると思おもう？」

とエルフがききます。

「まさか。」

と言いいながら、ふたりは角かどを曲まがりました。

「あっ、あれ！」

　レーブンは、笑わらいながら指ゆびさします。

「ばけものって、もしかしたらあいつじゃないか!?」

　ふたりの前まえにいたのは、一匹ぴきのヤギです。

　道みちの真まん中なかに立ちはだかって、こちらをむいています。

　ヤギの目が、ふたりをとらえました。短みじかいあごひげ。頭あたまに長ながい、くるくると巻まいたツノが二本生えています。ふたりに会あって、機き嫌げんが悪わるそう。



　レーブンは大おお笑わらい。

「あはは、ばけものっていったって、へんなヤギじゃんか！」

　次つぎの瞬しゅん間かん、ヤギが、どぴゅーんとレーブンにむかってきます。

「ひええ!!」

　レーブンは全ぜん速そく力りょくで今いま来きた道みちを走はしります。しかし、間まに合あいません。

　ヤギが後うしろからツノでぶつかってきて、ガンッ。レーブンは頭あたまから、しげみにつっこみました。エルフがかけよると、レーブンはおしりをさすっています。

「ぐう……。むちゃくちゃ痛いたい。」

　うっすらなみだをうかべています。エルフは、思おもわず笑わらいました。

「あはは、レーブンてば、ひどい顔かお！」

　次つぎの瞬しゅん間かん、エルフも後うしろからおしりを突つきとばされて、しげみの中につっこみ、レーブンのお仲なか間まになっていました。

「いたた……。」

とエルフはうめきました。

　ふりむくと、ヤギが、ツノをゆすっています。

「このヤギ、人が笑わらってるのが気にいらないのかな」とレーブン。

　ヤギは、もとどおり、道みちのど真まん中なかにもどりました。ふたりの行いく手に立ちふさがって、こちらをにらみつけ、ちっとも、どいてくれそうにありません。

「もう一回、やってみるよ。こんどは、笑わらわないようにしよう。」

　レーブンはヤギに近ちかづきました。真しん剣けんな上にも真しん剣けんな顔かおをしています。

「こんにちは、ヤギさん。」

　そう言いいながら、さりげなく横よこを、スルッと通とおりぬけようとしました。

　一いっ瞬しゅんののち、レーブンはまたしげみで、おしりをなでていました。

「ぐうぅぅ……」とレーブン。

「人がきらいなのかしら。ねえ、ちょっと話はなしをきいてみたらどう？」

　レーブンは立ちあがりました。

「やってみる。でも、あまり話はなし好ずきには見えないんだよなあ。」

　エルフが見み守まもるなか、レーブンはもう一いち度ど、ヤギに近ちかづいていきました。安あん全ぜんな距きょ離りをのこして、立ちどまり、話はなしかけています。するとヤギがひと声こえ、短みじかく大きく鳴なきました。

　レーブンはまわれ右して、エルフのところへ足音あらく、もどります。

「ひどいや！　まったく、もう！」

「なに言いわれたの？　通とおしてくれそう？」とエルフはききました。

「だめだね。」

　レーブンは後うしろをふりかえって、ヤギをにらみつけました。

「通とおしてくれないだけじゃないよ、あいつ、ひどいこと言いうんだ。」

「どんなこと？」

「きかないほうがいいよ。」

「ききたいわ、レーブン。だから、きいているのよ。」

　レーブンは、エルフのとがった耳がまた赤くなってきているのに気づき、深ふかく息いきをついて言いいました。

「あいつね、ぼくのことを、ダサいかっこうって言いったんだ。それにきみのこと、ヘンな耳って。」

「なんですって！」エルフは大きな声こえを出しました。

「わたしの耳のこと、からかうなんて許ゆるさない。」

　エルフはしげみから飛とびだし、かばんの上にある弓ゆみを取とりました。

　ヤギはツノを低ひくくかまえ、今いまにも飛とびかかってきそうです。

　エルフは、ヤギをねらって弓ゆみをかまえました。

　すると弓ゆみに、どこからともなく光ひかりの弦つるがあらわれます。エルフのうでの、矢や型がたのあざが光ひかり、弓ゆみ全ぜん体たいが、ぼうっと光ひかりはじめます。ヒュッ！　エルフが弓ゆみをはなちました。



　目もくらむような、まばゆい光ひかりが弓ゆみからはなたれます。その光ひかりが消きえたあと、ポン！　と小さなけむり。ヤギは、あとかたもなく消きえていました。

「エルフ、すごい！　とうとうやったね！　バラ（＊）とか、ハチじゃなく！　氷こおりでもなく！　とうとう魔ま法ほうの弓ゆみでやっつけられたね！」

　エルフは、ぎこちなくほほえみました。

「もしかして……どうしてできたのか、わからないの？」

　レーブンは、その顔かおを見てたずねます。

　エルフは首くびをふりました。

「うん。ポンって消きえたけど、どうしてできたのか、さっぱりなの。」

　レーブンは、大きく息いきをのみました。

「ま、まあ、ともかく、弓ゆみでやっつけられたってことだよね。それなら、もう一いち度どできるようにがんばればいいんだよ。それなら、そんなに難むずかしくないだろ。」

「そうね、それなら、そんなに難むずかしくないわよね。」

　エルフが、少すこし明あかるく言いいました。



　夜よるになり、ふたりは石でできた古ふるい小こ屋やを見つけて、そこでねむりました。そこなら、安あん全ぜんに思おもえました。ふたりはあまり言こと葉ばを交かわさず、ラットくんもわざわざ顔かおを出して「おやすみ」を言いいませんでした。

　レーブンはその夜よる、黒くろい鳥とりの赤ちゃんの夢ゆめを見ました。









＊エルフは以い前ぜん、弓ゆみの使つかい方かたを失しっ敗ぱいして、バラや、ハチや氷こおりを出してしまったのです。くわしくは１巻かん「おそろしの森はキケンがいっぱい！」を見てね。










　レーブンとエルフは、なかなかねむれませんでした。ヤギにツノでこづかれたところがまだ痛いたくて、ねがえりをうつたびに、目が覚さめてしまうのです。

「レーブン、わたし考かんがえたんだけど。」

「ぼくも。きみから話はなして。」

「あのオニはどこに行いったのかなあと思おもって。ヤギのところを通とおっていけたのかしら。別べつの道みちを行いったんなら、もう会あわないですむのかなあ。」

「そうだね。でも、通とおれたのかもしれないよ。ぼくたちより大きいし強つよいから。」

　レーブンは、そう答こたえて、だまりました。

「レーブンは、なにを考かんがえていたの？」

「うん、きみの弓ゆみ、どうやったら使つかいこなせるんだろうって。」

「そうね、わたしも考かんがえていた。」

「ヤギを相あい手てにしたとき、なにか言いったか、考かんがえた？　『おそろしの森』で使つかったときとちがうことした？」

「バラやミツバチが出たときとくらべて？」

　レーブンはうなずきました。

「そういえば、さっきあのらんぼうなヤギにむかって射いったとき、弓ゆみ全ぜん体たいが真まっ白しろに光ひかったよねえ」

「光ひかったけど……でも、いつも光ひかってない？」

「いつもより真まっ白しろに感かんじたんだよ。そうだ、巨きょ人じんを弓ゆみの力でねむらせたときも、あたりが真まっ白しろに光ひからなかった!?　何なにか関かん係けいがあるんじゃないか？」

「なんだろう……。ただ、わたし、ほんとに頭あたまにきていたけどね。あのヤギにも、巨きょ人じんにも。」

「それだ！　魔ま法ほうの弓ゆみを使つかうには、本ほん当とうにおこってないとダメなんだ。」

　するとエルフはふしぎそうに言いいました。

「そうかなあ。でも変ね。ママが弓ゆみを使つかうときは、別べつにおこってなんかいなかったし。それに、弓ゆみを使つかって、なんでも思おもいどおりにできたのよ。」

「使つかう人によって、使つかい方かたのコツがちがうんだって、エルフのママが言いってたよね。だから、エルフの場ば合あいは、おこってなきゃダメなんじゃないかな。」

「うーん、なんだかヤダな。わたし、そんなにおこらないし。ね、わたしっておこらないわよね？」

　レーブンは、目を上にそらして、宙ちゅうを見ます。

「ね、レーブン、そうよね！」

「そ、そうだね。おこらないけど、でも、ときどきぼくの足をふみつけるよね。」

「それ、おこってるってことじゃない！」

「ご……ごめん。」

「ねえ、レーブン」とエルフがききました。

「なに？」

「……わたしたち、すっごくバカなことしてたら、どうする？」

「どういう意い味み？」

「もしかしてバカなことしてるのかなあって。世せ界かいを救すくう旅たびに出るなんて、バカだったのかなあ。ゴブリン・キングって、おそろしく強つよい、悪わるい魔ま物ものゴブリン族ぞくの王おう様さまなんでしょ。巨きょ人じんでさえ、命めい令れいに従したがうほどなのに……。わたしたち、どうやって勝かてるの？」

　ふたりとも、だまってしまいました。すると、ラットくんが目を覚さましました。

　チュウ！



「なんて言いったの？」とエルフ。

　レーブンは、息いきを吸すいました。

「ラットくんね、ずっとこわかったんだって。でも目が覚さめて、ぼくたちふたりを見たら、この子たち、すごく勇ゆう気きあるなって思おもったんだって。だから、もうこわくないって。だから、ゴブリン・キングをさがしに出しゅっ発ぱつしよう、みんなが安あん心しんしてねむれるように、だって。」

「それ、ぜんぶ、さっきのチュウだけで言いったの!?」

　レーブンはうなずきました。

「そっか。わたしたち、がんばろう！」















　ふたりは、ずいぶん高たかくまで山をのぼってきました。晴はれたいい天てん気きだというのに、高たかい山の上は寒さむくなります。

　きみょうな形かたちの岩いわが、いくつも出てきました。気のせいかもしれませんが、ギザギザの背せびれと長ながいキバがついた、ばけものの形かたちに、レーブンには見えました。

　エルフが、遠とおくを見わたして言いいます。

「わあ～！　あれ、うちの森かなあ。」

　遠とおくに、『おそろしの森』が広ひろがっているのが見えました。そのむこうに、ふたりが暮くらしていた森が見えます。

「うわっ！　あの巨きょ人じん、あんなに森を破は壊かいしたのか！　ずいぶん木がなくなってるね！」とレーブン。

　エルフは金きん色いろの髪かみを耳にかけ、決けつ意いを秘ひめた顔かおになります。

「ゴブリン・キングに会あったら、いろいろ言いってやらなきゃ！」

　エルフは大きな声こえで、勇いさましく聞きこえるように言いいましたが、本ほん当とうはそんなに勇いさましい気き分ぶんではありませんでした。

　家いえに帰かえることができるなら、なんでもあげるのに。森の中の小さなおうちで、パパ、ママ、おばあちゃんと妹いもうと、みんなといられるなら……。でも、エルフの小さなおうちは、もうないのです。巨きょ人じんにたおされてしまったから。

　レーブンも、「ちぇえ」と言いいました。

　ラットくんも、ぼうしの中から顔かおを出し、小さくチュウ。

　レーブンは、ラットくんをなでて、ため息いきをつきました。

「さ、起おきてしまったことをふりかえっても、しかたないよ。進すすもう。」

　ふたりはまた歩あるきはじめ、一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ山をのぼっていきました。

　しばらくして、お昼ひるを食たべます。エルフのママが作つくったポテト・ケーキの、冷つめたくなったやつ。これが最さい後ごの一いっ個こです。

　食たべおわると、レーブンは食たべ物ものが心しん配ぱいになってきました。あまり食しょく料りょうを持もってきていません。この旅たびが思おもったより長ながくなったらどうしよう。

　でも、心しん配ぱいさせたくなかったので、エルフには言いいませんでした。

　問もん題だいは、この山には食たべ物ものがないことです。木も草も生えないハゲ山にはなにもありません。森だったら、ナッツ、野のイチゴ、ハチミツと、おいしいものでいっぱいなのに。

　歩あるきはじめると、生いき物もののような形かたちをしたきみょうな石が、たくさん出てきました。

「ねえ、エルフ。あの石、ばけものみたいに見えない？」

「ただの石よ。」

「そうだけどさ、前まえは、ばけものだったんじゃないか？　あれ見て！」

　レーブンが指ゆびさした大きな石は、ドラゴンの形かたちをしていました。つばさとカギヅメと歯はがあります。そして、べつの石も、長ながいキバを生やした太ふとい巨きょ大だいなヘビの形かたちです。

「そういうの、想そう像ぞう力りょくがたくましいっていうのよ。」

　エルフはそう言いって、どんどん歩あるいていきます。

　やがて、雪ゆきが降ふりはじめました。

　最さい初しょは優やさしく降ふっていた雪ゆきですが、だんだん大きな雪ゆきがひらひらするようになりました。雪ゆきはとてもきれいで、わくわくします。でも、さむーい。

　すぐに、雪ゆきが降ふりつもりました。レーブンは雪ゆきをすくうと、丸まるくにぎって、エルフへ投なげつけます。

　エルフの耳がサッと赤くなりました。おこったのも一いっ瞬しゅん、すぐにガバッと雪ゆきをすくうと丸まるめてレーブンに投なげかえします。雪ゆき玉だまは、にげるレーブンの頭あたまの後うしろに、ポン！



　雪ゆき玉だまを投なげたり、かわしたりしながら、ふたりはどんどん道みちをのぼっていきます。すると、雪ゆきで道みちが消きえていました。

「どっちに行いったらいいの!?」

「上！　とにかく上へのぼるよ！」

　雪ゆきはだんだんはげしくなります。風かぜも出てきました。

「足が冷つめたいよお！」とレーブン。

「手が冷つめたぁい！　なんで雪ゆき合がっ戦せんなんかしちゃったんだろ、もお。」とエルフ。

　ふたりの頭あたまや肩かたは雪ゆきまみれ。ラットくんのヒゲにまで雪ゆきがついて、ラットくんはすぐにレーブンの上うわ着ぎのポケットに入ります。ラットくんがふるえているのが伝つたわってきて、レーブンもだれかのポケットに入りたいなあ、と思おもいました。

「だけどさ、ばけものなんか、いなかったね。あの看かん板ばんってば大げさなんだよ！　こわいものなんか、なにもないじゃん。」

「ヤギはいたけどね。」

「すぐにきみがやっつけたもんね。ボン！」

　レーブンは、エルフのまねをして、弓ゆみでねらうかっこうをします。すると、ドン、とエルフにぶつかりました。エルフは立ちどまって、地じ面めんにあるものをじっと見ています。

「ねえ、ばけものって言いってたけど……これ見て。」

　エルフは、自じ分ぶんの足もとを指ゆびさしました。そこには巨きょ大だいな足あとがありました。

　その足あとは、長さがふたりの足あとの何なん倍ばいもあり、指ゆびの一本一本の先に、するどくとがったツメのくぼみがあります。

「ばけものだ！」

　レーブンが、さけびました。

「ばけもの山のばけものだ！　ひえええええ！」















　寒さむさとこわさで、ブルブルとゼリーのようにふるえながら、ふたりは雪ゆきにめりこんだ大きな足あとを見つめました。

「あっ！　あっちにもある。」

　エルフが言いいました。

　ふたつめの足あとのところへ行いきます。おそらく、もう片かた方ほうの足です。

「まあ……。」

　エルフの声こえがとても小さくなりました。

「一いっ歩ぽがなんて大きいの。」

　エルフの言いうとおりです。そのばけものは、小さな家いえか大きな小こ屋やくらい、ひとまたぎにしてしまいそう。

「レーブン、わたし、いやな予よ感かんがする。」

「ぼくもだよ。さ、ねるところをさがそう。こごえて死しにそう。ばけもののことは気にしないでおこう。」

　すっかり日はかたむいて、暗くらくなっていました。

　すると、風かぜがぱたりとやみ、雪ゆきもやみました。

「わあ、見て。」

とレーブンが言いいました。

　目の前まえには美うつくしい景色けしきが広ひろがっています。白い雪ゆきの山々。そのむこうに太たい陽ようがしずんでいきます。動うごくもののない静しずけさ。

「ずいぶん上までのぼってきたのね。」

とエルフが言いい、ラットくんも景色けしきをもっとよく見ようと、レーブンのポケットから顔かおを出しました。

　チュウ！

「ラットくんも『わあ！　すごいー！』だって。」

とレーブンが言いうと、エルフも笑わらいました。

「ふふふ。そうだと思おもった。あれ？　レーブン、あれ、なんだろう。」

　エルフは、ずっと上のほうを指ゆびさしました。山がガケのようにそそりたっています。ずっと上の頂ちょう上じょうに、白く光ひかるものがあります。

「建たて物ものに見えない？　お城しろみたいな……。」

「ほんとだ。でも、ただのガケかもしれないし、石の表ひょう面めんが出てるだけかなあ。遠とおくてわからないや。」

「そうね。あそこをめざしていくのは、どう？」

　返へん事じがありません。

「レーブンてば。」

　エルフがふりむくと、レーブンは、そこにいませんでした。

　あわてて見み回まわしても、影かげも形かたちもありません。空中に消きえたのでしょうか。そんなはずは……。

　上からレーブンのさけび声ごえがして、エルフが空を見上げると、大きな怪かい鳥ちょうが飛とんでいました。するどいツメの足から、とらえられたレーブンが、だらりとたれさがっています。怪かい鳥ちょうは、ワシに似にていましたが、全ぜん身しんにウロコがあり、不ぶ気き味みです。

「助たすけて！」

　レーブンがさけびました。

















　エルフもさけびかえしました。

「レーブンてば、なにしてるのよ！」

「なにしてるって言いわれたって。おろしてよう。」

「魔ま法ほうの弓ゆみを使つかうわね。」

　エルフは肩かたにさげた弓ゆみを取とりました。

「だめええええ！　あのヤギみたいに消きえたら、ぼくも巻まきこまれちゃう！」

「もお！　どうしたらいいの。」

　エルフは、おろおろして言いいました。

　怪かい鳥ちょうは、高たかく飛とぼうとするのですが、見かけのわりに力がないのか、なかなか高たかくへ行いけず、エルフの頭あたまの上を回まわっています。

　すると、エルフに、あるアイデアがひらめきました。いそいで雪ゆきをかきわけ、土をほると、ありました。

　石です。エルフのこぶしくらいの大きさがあります。

「やめてえええ。」

とレーブンがまたさけびましたが、エルフはまったく気にしません。

「とって！」

　エルフはそう言いうと、石を上に投なげました。レーブンがパシッととります。

「これ、どうするの？　あいつの頭あたまをぶつの？」

「ちがうわよ。ポケットに入れるの！」

　なにがなんだかわかりませんが、レーブンは言いわれたとおりにしました。エルフはまた石を投なげ、次つぎから次つぎへと投なげられた石をレーブンはポケットに入れます。

　ポケットにいたラットくんはたまりません。レーブンの頭あたまにかけのぼり、小さな手足で髪かみの毛けをぎゅっとつかみました。

　投なげられた石をとるたび、レーブンは少しずつ重おもくなっていきました。そうするうちに、大きな怪かい鳥ちょうも、だんだんつかれてきたようです。

「エルフ！　きみって天てん才さい！」

　レーブンが大きな声こえで言いっている間あいだに、だんだん怪かい鳥ちょうは低ひくくなって、地じ面めんに近ちかづいてきます。

　ついに、「もういや」と思おもったのでしょうか。怪かい鳥ちょうはレーブンを落おとすと、飛とんでいってしまいました。レーブンは、ふかふかした雪ゆきに落おちて、笑わらっています。

「ラットくん、きみ、大だい丈じょう夫ぶ？」

　チュウ！　とラットくん。

「すぐに、ここからにげましょ。仲なか間まを連つれてもどってきたら、やっかいだわ。」

　ふたりは走はしりだしました。

　怪かい鳥ちょうがもどってくるのをおそれて、あたりを見ないまま、とにかく走はしると、とつぜん、ラットくんがするどく鳴なきました。ふたりは、急きゅうなガケの上から今いまにも落おっこちそうに……ズルッ！

　ひゅるる～、ザザザーッ！　ふたりは雪ゆきの斜しゃ面めんをゴロゴロ転ころがっていきました。どこまで落おちるのか、わからないまま。















　いつもなら、雪ゆきの斜しゃ面めんをすべるのは楽たのしかったでしょう。でも、暗くらい中、急きゅうな斜しゃ面めんを、どこまで行いくのかわからないときは？

　レーブンとエルフは「キャ[image: ー]！」とさけびました。楽たのしいからではなく、こわかったからです。

　いつまで、すべっていくのでしょう。ザザザザ[image: ー]！　少すこしはなれたところでは、ラットくんが雪ゆきにツメを立てて、ブレーキをかけようとしています。

「エル[image: ー]フ！」

「レ[image: ー]ブン！」

「チュウゥゥゥゥゥ！」

　すると、ポ[image: ー]ンと空中を飛とんで、深ふかくつもった雪ゆきの中へつっこみました。

　ドスッ！

　レーブンは両りょう手てで雪ゆきをかいて頭あたまを出し、エルフをさがしました。

　おしゃれなブーツをはいた足が二本、雪ゆきのふきだまりからつきでています。

「エ、エルフ？」

　返へん事じがありません。レーブンはエルフの足あし首くびをつかむと、ぐいっと引ひっぱりました。

　ポン！　とエルフがぬけました。どすん！

「きゃ！　ここ、どこ？」

「わかんないよ。」

　ふたりがいるのは、平たいらですが、まわりを低ひくいガケにかこまれた、すりばち状じょうのところです。ガケはのぼれそうにありませんが、一いっか所しょ、ガケが切きれて、そこからなら、外そとへ出られそうです。

　みょうなことに、そのど真まん中なかでたき火があかあかと燃もえていました。ふたりとも、ほっとしました。



　かけよって、燃もえうつりそうなくらい火に近ちかづきます。

「ふぅぅ、あったかい」とエルフ。

「助たすかったね。あれ？　ラットくんは、どこ？」

　レーブンは、ぼうしをさわりました。

「にげたとき、頭あたまの上にいたよね。」

「じゃあ、落おちたのかなあ」とエルフ。

「どこにいるんだろう。」

　ラットくんの名な前まえをよびながら、落おちたところへ行いってさがしましたが、返へん事じはありません。雪ゆきをかきわけ、ケガをしてないかと心しん配ぱいしながらさがしましたが、かげも形かたちもありません。

　そうしているうちに、寒さむくてこごえそうになり、ふたりは火にもどってあたたまりました。

　近ちかくにたきぎがつんであったので、レーブンは二本取とって火にくべます。パッと火花が夜よ空ぞらにまいました。

「勝かっ手てにたきぎをくべて、大だい丈じょう夫ぶかなあ？」とエルフがききました。

「だめかもしれないけど、でも、たき火がなきゃ寒さむくて死しんじゃう。どうしようもないさ」とレーブンが答こたえます。

「そうね。しょうがないわ。ところで、この火って、だれがつけたんだろう。こんなところに火があって、人がいないなんて、変へんだと思おもわない？」

「そうだね。でも、なにか理り由ゆうがあるんだよ。きっと優やさしい旅たび人びとでさ、道みちに迷まよってるんだ、ぼくたちみたいに。」

「優やさしい旅たび人びと？　そうかなあ。レーブンてば、都つ合ごうよすぎじゃない？」

　そのときです。たき火の主ぬしたちが、たきぎをかついでもどってきました。

「これは、これは。」

と大きなオニが言いいました。

「へっへっへ。」

と中くらいのオニが言いいました。

「食たべるものがないねって言いってたら♡」

と小さなオニが言いいました。

「やばっ！」

とレーブンとエルフが同どう時じに言いいました。

　しかし、もうにげることもできません。三匹びきのオニは、谷たにに出入りできる、たったひとつの道みちをふさぎ、しかもまわりは氷こおりのガケで囲かこまれているのですから。

「しまった！」とレーブン。

「おいしそうな悲ひ鳴めいだね。キャベツとタレをかけたいな。でもまあ、あるもので満まん足ぞくしなくちゃね」と小さいオニ。

「そうはいかないわ！」

とエルフはさけび、かばんと弓ゆみに手をのばそうとしました。しかし、かばんも、弓ゆみもありません。

「なんてこと！」

「ナンテコッタ、パンナコッタ。デザートもほしいねえ。でも、ぼくたち、手に入るものをいただくだけさ。ね、兄にいさん。」

　二匹ひきのオニが、へっへっへっと笑わらいました。



「あの……、わたしたちのこと、食たべないでしょ？」とエルフ。

「もっちろんさ。」

と小さいオニが言いいました。

「ぼくたち、おなかをすかせた、人ひと食くいオニだもん。いただきませんよう～。」

「えっ、食たべないの!?」

と大きなオニが言いいました。すごくがっかりしています。

　小さなオニが、大きなオニにむかって、やれやれという顔かおをしました。

「もちろん、食たべるさ！　皮ひ肉にくで言いったんだよ、あたりまえでしょ！」

「ヒ肉にくって、なんの肉にく？」

「ほんとのことと逆ぎゃくのことを言いうことさ。」

「なんで？」

「そのほうがおもしろいからでしょ！」

　小さいオニは、おこりはじめました。

　大きなオニは、目をぱちくり。

「おもしろいか？」

「そういうものなの！　もう、大きい兄にいさんのバカッ！」

　そのとき、中くらいのオニが、エルフとレーブンを指ゆびさしました。オニたちが言いいあらそっている間あいだに、ふたりは、そーっとにげようとしています。

「つかまえろ！」

「しまった」とレーブン。

　オニたちがふたりの前まえをふさぎました。小さいオニが言いいます。

「そんなにかんたんに、にがさないぜ。さあ、わかったら、おとなしく自じ分ぶんで火の中へ歩あるいていって、こんがり焼やかれておくれ。」

　大きいオニが興こう奮ふんして、ピョンピョン飛とびあがります。

　小さいオニが、命めい令れいしました。

「さ、服ふくをぬいで、火に入って。」

「わたし、ぜったい服ふくぬがないわ！」

　エルフが大きな声こえできっぱりと言いいました。

「なんでさ」と、小さいオニ。

「寒さむいし、それに……。」

「これから火に入ろうっていうのに、寒さむいだって!?」

　小さいオニが、あきれた顔かおをしました。

「とにかく、ぬぎませんから」と、エルフ。

「ふん、ま、いいさ。じゃ、服ふくを着きたまま焼やこう」と小さいオニ。

「ジャガイモを皮かわ付つきで焼やくみたいだね。」

と中くらいのオニが、ニヤニヤしながら言いいました。

「さて……と。じゃあ、どっちから先に火に入るのかな？」

　小さなオニがニヤリとしました。















「レーブン、わたし食たべられたくない。」

「ぼくもだよ。それでも、ラットくんはにげられたね。ふるさとのみんなに、なにがあったか伝つたえてくれるかなあ。」

「レーブン、動どう物ぶつと話はなしができるの、あなただけよ。ほかの人には、わからないわ。」

「ちぇえ。」

　レーブンは悲かなしそうに言いいました。

「ううう、なんておなみだちょうだいなんだ、感かん動どうしちゃう。」

と小さいオニが言いいました。

「なーんてね。さ、とっとと火の中へ入ってよ。ぼくらおなかがすいたよ。」

　エルフはレーブンの顔かおを見ました。レーブンもエルフを見つめます。ふたりは、なにも言いいませんでした。

「ほら早く！」

と小さいオニがわめき、レーブンはため息いきをつきました。

「はあ。……エルフ、短みじかい間あいだだったけど、きみに出で会あえてよかった。」

　ふたりは、ためらいながら火のほうへ一いっ歩ぽふみだします。顔かおが赤あかく、あたたかくなりましたが、すぐに熱あつすぎになるのでしょうか。

　レーブンが、ピタッと立ちどまりました。

「なにかゴロゴロって音しない？」

「そりゃ、わたしの腹はらの音だ。」と大きいオニ。

「火・に・は・い・れ！」と小さいオニ。

「ちがうよ、ほんとになにかゴロゴロしてる音だ」とレーブン。

　今いまは、だれの耳にも聞きこえました。ずっと頭あたまの上のほうで、ゴロゴロ、ゴゴゴ……という音が、だんだん大きくなっています。

「なんだ、あの音……？」と小さいオニ。

「あっ、……雪崩なだれだ！　にげて！」とレーブン。

「『なだれ』って、なんだ？」と大きなオニ。

「なんてこった！　ほんとだ！」

と中くらいのオニ。ぐるぐる走はしりまわって、ほかの二匹ひきにぶつかりました。

　レーブンとエルフは、すばやく動うごきました。ゴゴゴという音はしだいに大きくなってきます。

「エルフ、あっちだ！」



　すりばち状じょうの谷たにの切きれ目から外そとへ出て、山の斜しゃ面めんへ。エルフが走はしり、レーブンも走はしります。走はしりながら、後うしろをふりかえると、くずれた雪ゆきの大きな波なみが、かべのように、オニたちにおそいかかました。あっという間まにオニは雪ゆきにのみこまれ、見えなくなりました。

「立ちどまっちゃダメ！　まだ来くるわ。」

　レーブンも止とまる気はありません。

「急いそげ！」

　月つき明あかりの中を必ひっ死しににげます。すぐ後うしろに雪ゆきのかべがせまってくる音！

「あっ、あそこ！」とレーブンが指ゆびさしました。

　小さな、どうくつの入り口があります。

「入ろう！」

　どうくつにかけこんだとたん、なだれが入り口ふきんをおそいました。

　ふたりは、もんどりうって地じ面めんにはいつくばります。雪ゆきと氷こおりが、どうくつの入り口をドドドと音を立ててふさぎ、とつぜん、まったくの暗くら闇やみとなりました。

　なだれで、どうくつに閉とじこめられてしまったのです。

「ああ……」レーブンは小さな声で言いいました。

「どうしよう……」とエルフ。

「ここで待まっていて」とレーブン。

　レーブンは手さぐりで、どうくつの入り口へ行いくと、雪ゆきのかたまりを手でほりはじめました。

「石みたいに固かたくなってる。ガチガチだ。ここからは出られないな。」

「うーん、困こまったわね。」

　レーブンは、はうようにしてエルフのところへもどり、ドンとぶつかりました。

「きゃっ。」

「ごめん、ぜんぜん見えないから。」

「ま、いいわ。」

「いや、よくないよ！　ここに閉とじこめられた上に、ラットくんは外そとだし、きみの弓ゆみはなくなるし。あの弓ゆみがあれば、ぼくたち外そとに出られたかもしれないじゃん。きみなら、氷こおりをバーンってこわせたよね。明あかりだって、光ひかる弦つるさえあれば……。あ、うでの矢やのあざを光ひからせること、できる？」

「ムリね」とエルフ。

「ん？　なにか音がする……？」

　ズル……ズル……とこすれるような足音が聞きこえ、ふたりは寒さむさだけではなく、ヒヤリとこおりつきました。音は近ちかづいてきます。

　けもののような、ほえ声ごえがひびききわたり、ふたりは飛とびあがりました。

「これ、どうくつじゃなくて、トンネルなのか!?」とレーブンは言いいました。

「奥おくから、なにかが来くるんだわ。ばけものが！」とエルフ。

「にげよう！」

　ふたりは同どう時じに言いいましたが、もうおそかったのです。

　暗くら闇やみから、毛でおおわれた大きな手が二本、にゅっとおりてきて、ふたりのえり首くびをつかみました。グイッと上へ、……ふたりとも、気を失うしないました。















　レーブンとエルフが目め覚ざめたとき、ふたりは巨きょ大だいな毛けむくじゃらの怪かい物ぶつのうでで、えり首くびをつかまれ、怪かい物ぶつが歩あるくたびに、ぶらんぶらんと両りょうわきでゆれていました。どこからか明あかりがさしこんでいて、あたりのトンネルは、氷こおりのかべです。

















「エルフ！」

　レーブンは小さな声こえでささやきました。怪かい物ぶつに気づかれるのがこわかったのです。

「なあに？」

　エルフも小さな声こえを返かえしました。

「ここ、どこだろう。どこにつれていかれるんだろう。」

「わからないけど、さっき、氷こおりをすかして、ちょっとだけ空が見えたの。もう日が高たかいし、お昼ひる近ちかくかな。このばけもの、ひと晩ばん中歩あるいていたんだわ。」

「じゃあ、山の上のほうかな。」

「シッ！　止とまった。」

　ついたのは、大きな氷こおりのドームでした。上からのあわい光ひかりがあたりを照てらし、奥おくの面めんが黒くろっぽく見えます。奥おくの氷こおりのかべのむこうに、固かたい石のかべがあるようです。

　怪かい物ぶつはレーブンとエルフを下におろし、一いっ歩ぽさがって、ふたりをじっと見ました。

　レーブンとエルフは、思おもわず悲ひ鳴めいをあげます。

　怪かい物ぶつは大きく、頭あたまはドームの天てん井じょうにこすれんばかり、大きなどうくつも小さく見えます。頭あたまの先から足まで、白くて長ながい毛けに厚あつくおおわれ、見えているのは、手足の巨きょ大だいなするどいツメと口。その口を開ひらいて、怪かい物ぶつはうなり声ごえをあびせました。

「お口、くちゃーい。」

とレーブンが、怪かい物ぶつに言いいました。

「レーブン、あれ、見て！」

　エルフが指ゆびさすと、ドームのはじには、骨ほねが山になっていました。

「あれ、人の骨ほね？　ねえ、こいつに、『食たべないで』って言いってよ。」

「できないんだ。さっきからやってるんだけど、こいつの頭あたまの中の声こえがあまり聞きこえてこない。頭あたまに毛けがつまっていて、ひとつのことしか考かんがえてないみたい。」

「ひとつのこと？」

「いただきます、いただきます、いただきます……。」

「いや[image: ー]っ。」

　怪かい物ぶつが、エルフをつまみあげ、口を大きく開あけました。カミソリのようにするどい長ながい歯はが並ならんでいます。エルフをつまんだ手を、その口の上に運はこび、あんぐりと、ひとのみにしようとしているのです。

　レーブンは飛とびおき、怪かい物ぶつを攻こう撃げきします。しかし、怪かい物ぶつのひざまでしか、とどきません。かかとをけっても、厚あつい毛け皮がわにずぶずぶと足がしずむだけ。

「いやああああ！」

　エルフが泣なき声ごえをあげました。

「もう！　なんでみんな、ぼくらを食たべようとするのさ！」

「いい質しつ問もんだね、少しょう年ねんよ。」

　後うしろから、落おちついた声こえがしました。

　レーブンがふりかえると、背せの高たかい男が立っていました。赤のまじった長ながい白はく髪はつに、ごうかなローブを着きています。優やさしい目をしていますが、おこるとこわそうです。

「行ぎょう儀ぎの悪わるい。」

と言いうと、細ほそ長ながい木の棒ぼうを、ローブのどこからか取とりだしました。

　その棒ぼうを怪かい物ぶつにむけます。

「その子をおろすのだ」と言いいました。



　怪かい物ぶつはピタッと動うごきを止とめました。

「おろせ。」

と男はもう一いち度ど言いいました。怪かい物ぶつは、ぐるるとうなります。

「三さん度ども、言いわんぞ。」

　男は、怪かい物ぶつにむかって杖つえをヒョイとふりました。

　すると……。

　バチバチバチ！

　杖つえの先からかみなりがはなたれ、青い炎ほのおで怪かい物ぶつの毛けがチリチリ焼やけます。

　怪かい物ぶつはほえ、エルフを落おとしました。ドスン！　レーブンが、かけよります。

「大だい丈じょう夫ぶよ。」

とエルフは言いって、立ちあがります。

　ふたりが男のほうを見ると、男はまたいなずまをバリバリと怪かい物ぶつにあびせ、怪かい物ぶつはドームのすみに行いって座すわりこみました。しょげているようです。

　男は、レーブンとエルフにむきなおりました。

「けがはないかい。さあ、こちらへ。」

　男は、ドームをぬけ、小さなトンネルへ入っていきました。小さいので、怪かい物ぶつも入れません。もういなずまをくらう気もないでしょう。

　エルフとレーブンは顔かおを見み合あわせ、うなずくと、急いそいで男を追おいかけました。

「悲ひ鳴めいをきいたような気がしてな。おおかた、雪ゆき男おとこだろうと、ようすを見にきてよかったよ。いつも、人を食たべようとするんだ。生いきのこるのは、半はん分ぶん。まったく美うつくしくない生いき物ものだ。」

　男はペラペラとしゃべりつづけました。息いきをついたところをとらえて、レーブンが質しつ問もんしました。

「あれは、雪ゆき男おとこなんですか？」

「ああ、雪ゆき男おとこだよ。」

　雪ゆき男おとこはこわい怪かい物ぶつです。でも、その男は、ほっそりしているのに、雪ゆき男おとこがしたがうくらい、強つよいのです。

「さっき使つかったそれは、……魔ま法ほうの杖つえですか？」

「魔ま法ほうの杖つえ？　うん、魔ま法ほうの杖つえだよ。これがなければ、魔ま法ほう使つかいといえんな。」

「魔ま法ほう使つかい!?」

　レーブンとエルフはおどろいて、顔かおを見み合あわせました。















　レーブンとエルフは魔ま法ほう使つかいのあとを、急いそいでついていきました。魔ま法ほう使つかいは歩あるくのがとても速はやいのです。

　山の中をのぼり、またトンネルへ入ります。こんどのトンネルは石です。

　魔ま法ほう使つかいが杖つえをふると、杖つえがぼうっと光ひかり、足あし元もとが見えました。そのあたりには、前まえに見たのと同おなじような、生いき物ものの形かたちをした石があり、明あかりにぼんやりとうかびます。つばさのあるもの、おそろしいカギヅメの足のもの、つばさとカギヅメの足と両りょう方ほうあるもの。しかし、よく見ようとしても、魔ま法ほう使つかいはせかせかと早はや足あしで歩あるいていってしまいます。もしかしたら、あたりを見せたくないんじゃないかという気が、レーブンにはしました。



　魔ま法ほう使つかいは、意い味みのないことをベラベラしゃべっています。

「……魔ま法ほう使つかいには、魔ま法ほうの杖つえがいる。雪ゆき男おとこにもきくし、けものにも、なんにでもきくのだ。まあ、魔ま法ほうの杖つえでなんでもできるわけじゃないが、そこに満まん足ぞくしていてはいけない。つねに、最さい高こうの魔ま法ほうをめざすのだ。おお！　ほら、ついた！」

　岩いわに小さなドアがついています。魔ま法ほう使つかいはローブの中をモゾモゾさがし、大きなカギを取とりだすと、ドアのカギを開あけました。

　横よこにどいて、レーブンとエルフを通とおすと、魔ま法ほう使つかいも中へ入り、ドアを閉しめて、またカギをかけました。ガチャリ。

「さあ、いいぞ。これでもう雪ゆき男おとこは絶ぜっ対たい入ってこられない。ついておいで。」

　せまくて長ながい通つう路ろを通とおると、広いホールに出ました。ふたりは今いま、お城しろの中にいるのです。

「ここ、ガケの下で見たお城しろじゃない!?」とエルフ。

「そうか！　エルフ、よくわかったね！　ここは、あったかいなあ。」

「ほら、こっちだ。」

　魔ま法ほう使つかいは、せきたてました。

「あれこれ、いそがしくてな。いつも一日の時じ間かんがたりないときてる。」

「一日の時じ間かんを増ふやすことも、できるんですか？」

とエルフがききました。

　魔ま法ほう使つかいは、しばらく考かんがえました。

「わたしは、魔ま法ほうは使つかえるが、奇き跡せきが起おこせるわけではない。魔ま法ほうで、なんでもできるわけではないよ。さ、こちらへ。お部へ屋やを見せるよ。」

　ふたりは魔ま法ほう使つかいについていき、お城しろの中をぐるぐる歩あるきました。舞ぶ踏とう会かいのできる広ひろいホール、ぽっかりあいた穴あなと、その上にかけられた細ほそい橋はし、お城しろの塔とう。ろう下かにかざられた甲かっ冑ちゅうを百ひゃっ個こくらい通とおりすぎたでしょうか。魔ま法ほう使つかいの城しろのすばらしさにおどろきながらも、レーブンには、気になることがありました。

「すみません。」

　魔ま法ほう使つかいに声こえをかけました。

「ん？　なんだね？」

　魔ま法ほう使つかいは、話はなしてる最さい中ちゅうに話はなしかけられて、ムッとしています。

「あのう、ぼくたち、仲なか間まがひとりいなくなっちゃったんです。見かけなかったでしょうか。」

　魔ま法ほう使つかいは、興きょう味みがわいたようです。

「仲なか間まがいない？　もうひとり、いるってことだな？」

「はい、ネズミのラットくんです。迷まい子ごになったネズミを見ませんでしたか。」

　魔ま法ほう使つかいは顔かおをしかめ、さっさと歩あるきだしました。

「くだらん。ネズミだって？　城しろには、大きなネズミが山ほどいるぞ。」

　レーブンは首くびをふって、エルフにそっと言いいました。

「ちょっと、かわった人だね。」

　ふたりは魔ま法ほう使つかいを追おいかけました。魔ま法ほう使つかいは、あいかわらず、ひとりでしゃべっています。

「ネズミ、ネズミ！　まったく、この城しろはネズミだらけだっていうのに、見たかと、きかれてもな。さて、もうすぐ部へ屋やにつくからね。どうぞ、くつろいでくれたまえ。その間あいだにわたしは、ちょいと準じゅん備びを。こんなにうまくいくとはね。すばらしい！　ふたりとも、いい子たちだねえ。いいね、いいね。」

　レーブンとエルフは、顔かおを見み合あわせました。ふたりとも魔ま法ほう使つかいがなにを言いっているのか、よくわかりませんでしたが、つかれて、おなかもすいていたので、気にしませんでした。

「とても人なつこいネズミなんですけど、見ませんでしたか。」

と、レーブンはもう一いち度ど、魔ま法ほう使つかいにききました。

「ぼくたち、ラットくんを見つけたら、山をこえて、海うみをわたって、ゴブリン・キングを止とめにいくんです。」

「なに？」

「ゴブリン・キングです。悪わるいやつで、全ぜん世せ界かいを破は壊かいしようとしているんです。巨きょ人じんを使つかって、ぼくたちの森の木を根ねこそぎぬいたんです。」

「ゴブリン・キング……。」

　魔ま法ほう使つかいは、そうつぶやいて考かんがえました。

「いや、聞きいたことがないな。さ、こっちへおいで。」

　三人は、またあちこち歩あるきます。塔とうのらせん階かい段だんをのぼり、ろう下かを歩あるき、別べつのらせん階かい段だんをくだります。やっと立ちどまったところに、ぽつんとドアがありました。魔ま法ほう使つかいがカギをローブから出して、そのドアを開あけました。

「ついたぞ！　さあさあ、中へお入り。」

　魔ま法ほう使つかいはニヤニヤしながら、横よこにどき、レーブンとエルフは部へ屋やに入りました。

「あの……。」

「うん、うん、なにかね？」

「この部へ屋やですか？」

「そうだよ。わたしは、ちょっと行いってくる。もどったら、とりかかろうか。」

　レーブンは部へ屋やを見み回まわしました。がらんとした部へ屋やです。灰はい色いろの石のかべ、せまい窓まどがひとつ、そまつな木のいすがポツンと、かべ際ぎわにおいてあるだけ。

「ベッドもないのね。食たべ物ものもいただきたいし」とエルフ。

　魔ま法ほう使つかいは答こたえました。

「もちろんねむっていいんだよ。うん、そのほうがいいな。ゆかでねたらどうだ。ひとねむりすれば、顔かおがすっきりするぞ。」

「顔かおはいいんですけど、食たべるものは？」とレーブン。

「ああ、食しょく事じは、ぬきだ。」

　魔ま法ほう使つかいは、うれしそうに言いいました。

「食しょく事じぬきだ。変へん化かに影えい響きょうするからね。それを発はっ見けんするまで、ずいぶん苦く労ろうしたものだ。」

「変へん化か？」

と、レーブンはききました。急きゅうに、この城しろや、魔ま法ほう使つかいや、なにもかもが、うさんくさく思おもえてきました。



「そうそう。変へん化か。最さい初しょは、なんでも食たべさせていたんだが、どうも結けっ果かが思おもわしくなくてね。水すい分ぶんが原げん因いんとわかって、今いまでは完かんぺきさ。おなかがからっぽのほうが、ずっとうまくいくのだ。」

「でも、おなかがぺこぺこなんですけど。」とエルフ。

「すぐに気にならなくなるとも！」

　魔ま法ほう使つかいは、うれしそうにニコニコしました。

　魔ま法ほう使つかいがドアを閉しめようとしたとき、レーブンがもう一つ質しつ問もんをしました。

「あの……、えらい魔ま法ほう使つかいさん、……さっきから話はなしてる『変へん化か』ってなんのことですか？」

「ああ！」

　魔ま法ほう使つかいは半はん分ぶん、部へ屋やから外そとへ出て言いいました。

「言いわなかったっけ。はっはっは。『石せき化か』のことだよ。石せき像ぞうを集あつめて、コレクションにしているんだ。きみたちふたりは、お似に合あいのカップルの像ぞうになるね。ガラスのケースも、ちょうどいいサイズのがあるから、ラッキーだ。さてと、じゃ、やることがあるから。すぐにもどるからね！」

　そう言いって、サッと部へ屋やを出ていき、ドアを閉しめました。レーブンがドアにかけよりましたが、ガチャリとカギをかけられてしまいました。

　レーブンはハンドルをガチャガチャやってみましたが、ドアはぴくりとも動うごきません。

「ねえ、レーブン？」

　エルフは、おずおずとききました。

「『石せき化か』って、どういう意い味み？」

　レーブンは、ごくりとツバを飲のみこみました。

「ぼくたちを魔ま法ほうで、石に変かえてしまうってことだよ。」

と小さな声こえで答こたえました。

「うん、そうじゃないかと思おもったの。念ねんのため、きいてみただけ。」

　そう言いうと、エルフはふらっと気を失うしなって、ゆかにたおれました。レーブンも、いっしょに、気を失うしないました。















「いったいぜんたい、どうして、会あう人会あう人、わたしたちを食たべようとしたり、命いのちをとろうとするの!?」

　エルフが言いいました。

　エルフは、カンカンにおこっていて、レーブンは、なんだか知しらないけど自じ分ぶんがおこられているような気がしました。

「わからないけどさ、エルフ。きっと、世よの中には悪わるいやつがたくさんいるんだよ。世よの中なかというか、ここ、ばけもの山だもん。けっきょく、あの看かん板ばんは当あたってたんだ。ぼくたちもう、ゴブリン・キングをさがしだして、森を救すくうの、ムリなんだ。」

「ラットくんをさがすのも……。」

　ふたりとも、どよ～んと落おちこんでしまいました。レーブンは、よろよろと窓まどへ行いき、エルフは起おきあがると、ひとつしかないいすにドンと座すわりました。

「レーブン、変へん化かって痛いたいのかなあ。」

「石にされること？　わからないけど、でも、雪ゆき男おとこに食たべられるほうが痛いたいんじゃないかな。オニとか。」

「あっ、そうね。オニたち！　そこだけは、よかった。もうオニの心しん配ぱいすることもないわね。」

「ぼくたちもうすぐ、なんの心しん配ぱいもしなくなるんだ。石の像ぞうにされて、魔ま法ほう使つかいのコレクションになるんだ。」

「石の像ぞうって、どんなのかなあ。」

「ここにくる途と中ちゅうで、山にいろんな形かたちの石があっただろ？　あれが、きっと、最さい初しょのころに作つくったやつだよ。『今いまでは完かんぺき』になる前まえのね！　ああっ、もうここから出たい。ラットくんをさがして、この山、おりたい！」

「でも、どうやって？　ドアにはカギがかかっているし、あの窓まどだって……。」

　窓まどには、カギがなく、窓まどガラスも入っていませんが、窓まどの下は、まっさかさまにストンと落おちるガケで、底そこが見えないくらい、はてしなく続つづく断だん崖がい絶ぜっ壁ぺきなのでした。

「レーブン、このガケをおりて、味み方かたをつれてくるってわけには、いかない？」

「いけるよ！　いや、おりるのは考かんがえてなかったけど、のぼるのはできる。見てみよう！」

　エルフは窓まどのところへ行いき、頭あたまをつきだして、上を見ました。そこも切きりたった石の面めんでしたが、かなり上に石のバルコニーがありました。

「こんなのムリよ！」

「そうかな。」

「ムリだわ。石のかべはツルツルだし、指ゆびをかけられるデコボコも、あまりないわ。もしすべったら……。そんなのいやよ！」

「エルフ、ぼくなら大だい丈じょう夫ぶだから。ぼく、木のぼりとくいなの、知しってるだろ。」

「でも、それは木でしょ！　これは石のかべなのよ！」

「同じようなもんだよ。いけるって！　いける、と思おもう。」

「つまり、かべをのぼったことはないってことね。」

「うん、まあ……。」

「ダメ！　絶ぜっ対たい、ゆるさないんだから。」

　エルフは大きな声こえで言いいました。

　レーブンは、両りょう手てでエルフのうでをつかみました。

「聞きいて。ぼくだってほかに方ほう法ほうがあればやってるよ。でも、ほかに方ほう法ほうがないんだ。今いまにも、あのおかしな魔ま法ほう使つかいがもどってきて、ぼくたちを石に変かえてしまうかもしれない。このかべをのぼって、上の階かいで、なにか、ドアをこわせるものを見つけてくるから。ここで待まっていて。こわがらないで。」

　エルフは、悲かなしそうにうなずき、それを見てレーブンは窓まどの外そとへ、ひらり。

　エルフはこわくて、もう見ていられません。てのひらを顔かおにあて、指ゆびのすきまからのぞきます。レーブンは指ゆびと足をかけられる小さなでこぼこを見つけて、石のかべをスイスイのぼっています。

















　ズルッ！　一いっ方ぽうの足がすべり、小石がパラパラとエルフの目の前まえを落おちていきました。

　エルフは息いきをのみ、その小石が下へ落おちていくのを見つめます。小石は、はるか谷たに底ぞこへ……。

「ああ。」

　エルフは思おもわず声こえをもらすと、また上を見ました。ちょうどレーブンの足が、バルコニーの石の手すりをまたいで消きえていました。

「すごい！　レーブン、やったのね！」

　エルフは窓まどからはなれ、あたりを見み回まわしました。

　急きゅうにゾワッとします。

　今いまは、たったひとりです。なにもない部へ屋やで、レーブンがもどるまで外そとに出ることもできません。あのおかしな魔ま法ほう使つかいがもどってくれば、石にされ、ただのかざりにされてしまうのです。















　レーブンは手すりをのりこえ、バルコニーにしのびこみました。

　足あし元もとの、今いまのぼってきたところを見おろすと、おなかの中がでんぐりがえりそうです。めまいがしてきたので、もう下の断だん崖がい絶ぜっ壁ぺきは見ないことにしました。

　ここはどこかなと、レーブンは、あたりをさぐります。

　バルコニーは、横よこに長ながく、窓まどがいくつもならび、大きなガラスのドアが四つもあります。

　レーブンは、手て前まえの窓まどに近づくと、そっと、中をのぞきこみました。だれもいません。勇ゆう気きを出して、ガラスのドアを開あけ、中へ入りました。

　広ひろい部へ屋やには、ゆかにじゅうたん、かべに大きなだんろがあります。むかいにドアがあり、そこから声こえが聞きこえてきます。

　思おもいきって、レーブンはドアに近ちかづき、カギ穴あなから中をのぞきました。

　あの魔ま法ほう使つかいがいます。うでをふりながらしゃべっています。だれとしゃべっているんだろう、とレーブンは思おもいました。人ではなく物ものに話はなしかけています。

　部へ屋やの真まん中なかにあるテーブルの上に、透とう明めいなボールがのっています。そのボールの中に、べつの男の顔かおがうつっているではありませんか。レーブンには、それがほかの魔ま法ほう使つかいだと、ピンときました。魔ま法ほう使つかいはボールを通つうじて、遠とおくにいるほかの魔ま法ほう使つかいと話はなしているのでしょう。

「水すい晶しょう玉だまか！」

とレーブンはつぶやきました。

《お！　ジェレミーじゃないか。》

と水すい晶しょう玉だまの中の魔ま法ほう使つかいが言いいました。



《元げん気きかね？　変かわりない？　石せき像ぞうのコレクションは、最さい近きんどうだね。》

　ローブの魔ま法ほう使つかいが答こたえます。

「なかなかのもんだよ、サイモン。水すい分ぶんがきれいにぬけて、美うつくしい。それはそうと、かわいいカップルを見つけてね、コレクションに加くわえようと思おもっているんだ。黒くろい鳥とりみたいな男の子と妖よう精せいの女の子だよ、いいだろ。それで、そのふたりの話はなしの中で、ゴブリン・キングという名な前まえが出たのだが……。」

《ゴブリン・キング？》

「聞きいたことあるかい？　ふたりの話はなしでは、世せ界かい征せい服ふくをねらっているとか、世せ界かいの破は滅めつをおこそうとしてるとか……。サイモン、きみなら知しってるかと思おもって。」

《ああ、知しってる。うちのほうでは、かなりうわさになっているよ。あいつが来くる前まえに、さっさと荷に物もつをまとめて、にげたほうがいい、とな。》

「ええっ!?　まさか、サイモン、おじけづいたわけじゃ、あるまいに。」

《おじけづいた、なんてもんじゃないよ。心しん底そここわくてたまらないのだ。きみはゴブリン・キングの力を知しらないから、そう言いうのだろうけど、たいへんな魔ま力りょくだよ！　悪あく魔まみたいだ。あいつにくらべたら、ワシの魔ま法ほうなんてリスのいたずらのようなもんだ。》

「しかし、きみなら、なにかできることもあるだろう？」

　魔ま法ほう使つかいサイモンは、やれやれという顔かおをしました。

《ああ、そうだな。どこにあるかもわからない『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』をさがす旅たびに出るとかね。それだけがゴブリン・キングを止とめられる強つよい魔ま力りょくを持もつと言いわれているんだ。でも、ワシならもっといいことをするぞ。》

「なに？」

《今いますぐ、ここから遠とおくににげて、かくれる！　ははは。ところで、まじめな話はなし、きみの城しろにワシをかくまってくれる部へ屋やはあるかね？》

「いや、ない。あいてる部へ屋やなんか、ひとつもないぞ。さてさて、おもしろかったよ。ふむ。ゴブリン・キングか……。」

　ドアのこちらがわで、レーブンも、おもしろかった、と思おもいました。

『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』がゴブリン・キングを止とめられる、だって!?

　エルフに話はなさなくちゃ！

と、ほかの人の声こえが部へ屋やの中からきこえ、レーブンはまたカギ穴あなをのぞきました。

　そこにいた男の子は、大きな体からだで、ぼーっとした顔かおをして、ぼーっと立っています。どうやら召めし使つかいです。魔ま法ほうをかけられているのでしょうか。

「サイモン、もう行いかなくては。うちの『できそこない』が来きたんでな。なにかあったようだ。」

《いいとも。あいてる部へ屋やができたら声こえをかけてくれ。》

　サイモンがそう言いうと、水すい晶しょう玉だまの中で白いけむりがポンッとわき、姿すがたが消きえました。

　ジェレミーは召めし使つかいに言いいました。

「こら、話はなし中なのがわからんのか。」

　男の子は、耳をポリポリしました。

「すみません、だんなさま。見てほしいものが……。」

「ふん、なんだね、それは。よっぽどいいものなんだろうね。もう、あのかわいい子どもたちをつかまえて、とりかかるばかりだっていうのに。どんなに美うつくしい石せき像ぞうになるだろうねえ。楽たのしみだなあ。」

「でも、だんなさまあ……。」

「ああ、わかった、見にいくよ。さ、つれていって。」

　召めし使つかいはレーブンが聞きき耳を立てているドアへむかってきました。こちらの部へ屋やへ来くるようです。

「ひええ！」

　レーブンは、さっきのバルコニーへ飛とびだし、そっととびらを閉しめました。それと同どう時じに、魔ま法ほう使つかいジェレミーと召めし使つかいが部へ屋やへ入ってきました。

　レーブンは、ふたりの足音が消きえるまで、じっとしていました。そして、頭あたまの中で二十まで数かずを数かずえて、ふたりがもういないのを確たしかめました。

　さ、行いくぞ！

　しかし、どっちへ行いったらいいのでしょう。エルフが閉とじこめられた部へ屋やへ、もどる道みちをさがして、さらに部へ屋やのドアをこわすものも、さがさなくてはなりません。ドアを燃もやすのはどうでしょう。燃もえるのに時じ間かんがかかるのでしょうか。それに、なにで火をつけたら……？

　レーブンは、ジェレミーがサイモンと話はなしていた部へ屋やを調しらべてみることにしました。だれもいないのを確たしかめ、好こう奇き心しんにかられつつ、そっと入ります。

　なにかないでしょうか。マッチ、ろうそく、もし使つかえるなら、魔ま法ほうの杖つえがもう一本あるといいのですが。部へ屋やは、いろいろなものでいっぱいでした。変へんなものもたくさん。金きん属ぞくの実じっ験けん道どう具ぐ、ビンに入れられた不ぶ気き味みなもの、本、地ち図ず、納なん戸ど、本ほん棚だな、引ひきだし。どこから見ていけばいいか、見けん当とうもつきません。

　とつぜん、後うしろで声こえがしました。

《ジェレミー、ひとつ言いいわすれていたよ。》

　レーブンがパッとふりかえると、水すい晶しょう玉だまの中に、魔ま法ほう使つかいサイモンがいました。ふたりの目が合あいました。

《おい、きさま、ジェレミーじゃないな！　どこのどいつだ！》

「ええと。」

　レーブンは水すい晶しょう玉だまに話はなしかけるなんて変へんなの、と思おもいながら言いいました。

「だれでもないです。」

《だれでもない人なんか、いないぞ。まてよ、わかったぞ。黒くろい鳥とりみたいな子ども。ジェレミーが、つかまえた子だな！》

「いえ、そんな、ぼく……。」

　サイモンは大おお声ごえでさけびはじめました。

《おーい！　ジェレミー！　鳥とりの男の子がにげたぞ！　もしもーし！　聞きこえるか!?》

「やめてください！　シー！　静しずかに！」

　レーブンがそう言いっても、サイモンはやめようとしません。

《おーい！　ジェレミー！　もしも[image: ー]し！》

「やめてってば！　静しずかに！　さもないと……。」

　レーブンはキリッとして言いいました。サイモンは、あざわらいました。

《さもないと……どうするっていうんだね。なにもできはしないよ。》

「さもないと……こうだ！」

　レーブンは水すい晶しょう玉だまを取りあげ、窓まどへむかいました。

「ぼく、警けい告こくしましたよね。」

　もう片かた方ほうの手てで窓まどを開あけると、外そとを見ました。この窓まどの下も、目のくらむような急きゅうなガケになっています。

《おい、ちょっと待まて。なにをする気だ！》

　サイモンが言いいました。不ふ安あんになってきたようです。

《おい、まさか……。おい、やめろ！》

「おまえなんか、こうしてやる！」

　レーブンはそう言いって、水すい晶しょう玉だまを窓まどからおもいっきり投なげました。



《うおぉぉぉぉぉ！》

　ひゅぅぅぅぅ。サイモンの声こえはあっという間まに小さくなっていきました。

「お会あいできて、ちっとも楽たのしくなかったよ。さようなら。」

　レーブンは、また部へ屋やをあさり、マッチなどをさがしました。















　エルフは閉とじこめられた部へ屋やでいすに座すわり、ひとり遊あそびをしていました。待まっている間あいだ、いやなこと、こわいことを考かんがえなくてすむように。

　でも、ゆかの敷しき石いしはぜんぶ数かぞえてしまったし、それから、かべの石も、ひとつひとつ数かぞえはじめましたが、つまらなすぎて数かずがわからなくなりました。

「あー、もう、たーいくつ！」

　自じ分ぶんがかわいそうになってきます。変へんな魔ま法ほう使つかいのお城しろの、変へんな部へ屋やに閉とじこめられているなんて。石にされたら、どんなにたいくつでしょう。

　エルフはレーブンのことを考かんがえました。ふたりが出で会あったときは、レーブンがアナグマに話はなしかけて助たすけてくれたっけ。エルフは声こえに出して言いいました。

「レーブンって男の子にしては、悪わるくないわ。早くもどってこないかな。無ぶ事じに、もどってきますように。」

　本ほん当とうは、エルフはすっかりおびえていたのです。そのときです。男の悲ひ鳴めいが、窓まどの外そとを落おちていきました。

《うおぉぉぉぉぉ！　目がまわるーっ……！》

　エルフが窓まどにかけよると、キラリと光ひかる玉たまが深ふかい谷たに底ぞこへ落おちていきます。

「へんなの！」

　エルフはいすに座すわって、今いまのは、なんだろうと考かんがえました。



　そのころレーブンのほうは、マッチの箱はこを見つけていました。ふつうのマッチよりもかなり長ながく、太ふといのですが、たぶんマッチでしょう。うすい木の箱はこには、マークも説せつ明めいもありません。中には、六本だけ。木でできた棒ぼうで、はじっこに別べつの色いろのものが、べったりとついていますから、マッチと同おなじに見えます。



「やったね！　これでドアに火をつけて、燃もやせるよ。すぐに燃もえるだろうから、そうしたらにげられるよ。」

　思おもわず声こえに出していたので、あわてて口を手でおさえました。箱はこを、上うわ着ぎのポケットにしまいます。そして城しろの中へ、エルフのいる部へ屋やをさがします。

　まずは、さきほどのバルコニーがある部へ屋やの、ガラスのドアへ。

「エルフがいるのは、この真ま下しただよね。一いっ階かいか、二に階かい下したかな。こりゃ、おりるのはこわいな。やばっ！　つい、しゃべっちゃった。声こえを聞きかれたら、まずい。」

　ぐっと口をむすんで、ソーッとぬき足さし足、部へ屋やを出ます。エルフのいる階かいへおりられる階かい段だんでもないかと思おもいながらドアを開あけました。

　そこは、八はっ角かく形けいのホールです。ほかに七つのドアがあり、レーブンは、ためしに一つ開あけてみました。ドアのむこうには、ろう下か。

　べつのドアを開あけてみました。同おなじく、ろう下か。

　三つめのドアは、小さな部へ屋や。その部へ屋やには四つドアがあります。

　レーブンは、頭あたまがパニックになりそうでした。八はっ角かく形けいの部へ屋やにもどり、どうしたらいいか考かんがえます。

　バルコニーに通つうじるドアの、そのとなりのドアを選えらんで、歩あるきだしました。

　ドアを開あけると、またドア。レーブンは走はしりはじめ、やみくもに城しろの中を走はしりまわりました。階かい段だんをおりたら、ろう下かの先にはのぼる階かい段だんしかなく、ろう下かはくねくね曲まがり、階かい段だんをおりては、のぼって……。

「ここ、どこだろう……。」

　ふと、レーブンは立ちどまりました。気がつけば、完かん全ぜんに迷まよっていたのです。















　お城しろの中で迷まよっていたレーブンは、ついに高たかい塔とうのてっぺんに出ました。丸まるい小さな塔とうの外そとに出て、遠とおくをながめます。そこからは、お城しろの全ぜん体たいが見えました。山さん頂ちょうが石いし造づくりのお城しろになって、まるで岩いわ山やまの上に、お城しろが生えているようでした。うす暗ぐらい城じょう内ないとちがい、外は午ご後ごの明あかるい日ざし。

「ぼく、ここに、かくれていれば、石にならなくてすむんじゃないかな。でも、そうしたら、エルフは、どうなっちゃうんだろう。」

　レーブンは、ふたりがのぼってきた山やま道みちを見つけ、塔とうのむこう側がわへ走はしって、反はん対たい側がわを見ました。

　山やま々やまが続つづくむこうに、キラッとなにかが見えました。明あかるい日ざしに銀ぎん色いろにかがやく、ひとすじの水すい平へい線せん。

「海うみだ！」

　レーブンはわくわくしてきました。海うみを見たことはありませんでしたが、わたり鳥どりたちが話はなしてくれたので、知しっていたのです。



「まだずっと遠とおい。なのに、エルフもラットくんも、いないんだ。」

　レーブンは大きく息いきをすい、黒くろい上うわ着ぎのえりをピンとひっぱり、頭あたまから羽は根ねを取とりました。

「ぶつぶつ言いうのは、もうやめだ！　ここから脱だっ出しゅつしなくちゃ。全ぜん員いんで！」

　レーブンは、塔とうの入り口へもどりました。ともかく、お城しろと海うみの方ほう向こうがわかりました。エルフがいる部へ屋やは、海うみの反はん対たい側がわです。

　城しろの中を歩あるいているうちに、大きな広ひろ間まに出ました。広ひろ間まの片かた側がわに窓まどがならんでいますが、高たかすぎて外そとが見えません。広ひろ間まの真まん中なかには木のテーブル、天てん井じょうの中ちゅう央おうからは巨きょ大だいなシャンデリアがぶらさがって、キラキラしていました。

　しかし、なによりレーブンの目をとらえたのは、広ひろ間まにならんでいるガラスのケースです。大きいケース、小さいケースなど、ケースの中には動どう物ぶつや人が入れられています。それに、大きな、おそろしい、ばけものが、いっぱい！　山をのぼってくるときに見た岩いわに、似にています。やっぱり、山で見た岩いわは、ジェレミーが最さい初しょのころに作つくった失しっ敗ぱい作さくにちがいありません。

　ここは、魔ま法ほう使つかいジェレミーの、石せき像ぞうコレクションの広ひろ間まだったのです。

　そーっと、レーブンは広ひろ間まに入り、手て前まえのケースに近ちかづきました。

　ケースの中には、レーブンより背せの高たかい男の子の石せき像ぞう。手に、先が丸まるくなった長ながい羊ひつじ飼かいの杖つえを持もっています。この子、羊ひつじ飼かいだったんだ、とレーブンは思おもいました。羊ひつじ飼かいは、まるで生きているようで、今いまにも動うごきだしそうでした。

　次つぎのケースには、背せの高たかい男の人がふたり、入っていました。厚あつ着ぎをして、ごついくつをはき、長ながいロープを肩かたに巻まいています。レーブンは、ケースの下に、小さな真しんちゅうのラベルがついていることに気がつきました。

「登と山ざん客きゃく」。

　次つぎのケースは、きこりです。その次つぎはヤギ。ふたりに頭ず突つきをしたヤギに似にていますが、ひとまわり小さいヤギです。ほかにも、動どう物ぶつがたくさん。ヒツジや鳥とり、カラス、小さなハヤブサ。それを見たレーブンの目になみだがうかびました。

　最さい後ごのケースには、たくさんのネズミ。ひときわ大きなネズミが一匹ぴきいて、「王おう様さまネズミ」と書かかれています。

















　ぞくっと鳥とり肌はだが立ちました。レーブンはこわくなり、そして悲かなしくなりました。だって、ネズミのラットくんも行方ゆくえ不ふ明めいのままですから。

　最さい後ごに、レーブンは部へ屋やのはじにある、からっぽのガラスケースへ行いきました。かがみこんで、真しんちゅうのラベルを読よみます。

『エルフとカラス』と、そこには書かいてありました。

「カラスじゃないよ、レーブンだよ！　似にてるけど、ちがうよ！」

　レーブンは、おこって声こえを出しましたが、ハッとして、だれかに聞きかれていないかと、あたりをうかがいました。シーン。人の気け配はいはないようです。さあ、もうぐずぐずしているヒマはありません。

　ジェレミーは、すぐにでも、レーブンとエルフを石に変かえて、石せき像ぞうコレクションの新しん作さくにしようとしているのです。

　レーブンは、急いそいで、もと来きた道みちをもどりました。















　そのころ、カギをかけられた、いすがひとつしかない部へ屋やでは、エルフが、今いま自じ分ぶんはたいくつなのか、それともこわいのか、どっちだろうと考かんがえていました。

「たいくつなのと、こわがっているのと、同どう時じにできるかしら。ちょっと考かんがえてみようかな。」

　そう思おもいついて、パッと明あかるくなりました。三分ぷんくらい、やることができ……、でも、それもたいくつです。

「つまんないー！」

　窓まどへずんずん歩あるいていって、さっきからずっとしているように、雪ゆきの山やま々やまをながめ、ときどき上を見て、レーブンがもどってこないかと目をこらします。

　そのとき、カギがガチャガチャいって、ドアが開ひらきました。

　部へ屋やに入ってきたのは、三人の男たち。背せの高たかいすらりとしたハンサムな青せい年ねん、中くらいの優やさしそうなお兄さん、小さくてかわいい感かんじの男の子。エルフには、彼かれらの正しょう体たいがオニだと、すぐわかりました。

　エルフは「キャッー！」とさけびます。

「なんだい、そうぞうしい。」

とジェレミーが言いいながら、あとから入ってきます。

「そんなに、さわぐこともないと思おもうんだが。」

「さわぐこと……あるもの。この三人は、人じゃないんです。オニなの！　わたしたちを食たべようとしているのよ。こんなところにつれてきちゃ、ダメです！」

　ジェレミーは、きょとん。三さん人にん組ぐみのほうに言いいました。

「本ほん当とうかね。おまえたち、オニなのかい？　ほんとに？」

　小さくてかわいい感かんじの男の子が、ほこらしげに言いいます。

「ばれてしまっちゃ、しょうがない。ぼくたち、オニさ！」

「しかし、ぜんぜん、オニに見えんが。」

「ああ、うん、まあ、夜よるだとオニにもどるんだけど。」

「なんと！　すばらしい！　今日きょうはついてるぞ！　きみたちのような、すてきなオニ紳しん士しが、うちの城しろの中をうろうろしているのに出くわすとは！」

　背せの高たかいハンサムな青せい年ねんが言いいました。

「また会あいましたね、お嬢じょうさん。さて、食しょく事じはいつ出てくるのかな。」

「もうっ、オニってば、バカじゃないの！」

とエルフは言いいました。

「なにも食たべられないわよ！　この人、あなたたちを石に変かえようとしてるのよ。レーブンとわたしまで石にしようとしてるんだから！」

　三人は、しばらく顔かおを見み合あわせました。そして、どっと笑わらいくずれます。

「本ほん当とうだってば！」

とエルフは言いいました。

　笑わらいがおさまって、中くらいの優やさしそうなお兄にいさんがニコニコして言いいました。

「この子、今いま食たべちゃおうか。」

　ジェレミーが言いいました。

「それは、いかん！　絶ぜっ対たいにダメだ！　変へん化かに影えい響きょうが出るからな。」

「へんか？」

と、小さい男の子。

「そうじゃ、石せき化かじゃ。」

「せきか…‥‥ってなんだ？」

と、大きい青せい年ねん。エルフが言いいます。

「だから言いったでしょ！　石に変かえられちゃうのよ。それで、ガラスのケースに入れられちゃうの。」

　オニたちは、また笑わらいはじめました。ジェレミーも笑わらいます。

「はっはっは。おもしろい。もっとしゃべっていたいところだが、わたしは行いかねばならん。準じゅん備びすることがあるし、きみたち三人を入れられる大きなガラスケースがないか、さがしてみないと。それとも、ひとりひとり別べつ々べつにかざろうかね。」

　人の姿すがたをしたオニたちは、ピタッと笑わらうのを止やめました。ようやく、わかってきたようです。

「おい、ちょっとまて。」

　大きい青せい年ねんが、ジェレミーにつめよると、ムキムキのうでで力こぶをつくり、おどそうとします。

　ジェレミーはパッと魔ま法ほうの杖つえをポケットから出し、オニたちにむかってヒョイとふりました。エルフにもヒョイ。たちまち、エルフとオニたちの手に重おもい鉄てつの手て錠じょうがあらわれ、ガチャン！　手て錠じょうはくさりでかべにつながれ、エルフとオニたちはかべにもたれて、ドスンと座すわらされました。



「これでよしっと。もうだれも変へんなまねはできないぞ。四人とも、しばらくこうしていたまえ。わたしは下へ行いって、準じゅん備びをしなくてはな。いいね。ふふん、すばらしい！　夜よるまで待またなきゃいけないが、オニだよ！　オニが三匹びき、手に入るなんて！　人の姿すがたのままじゃ、つまらないもんなあ。」

「このやろう！」と、中くらいのお兄にいさん。

　エルフは強つよがって、笑わらって言いいました。

「魔ま法ほう使つかいさん、わたしをこわがらそうとしてもムダよ！」

「そうかい」とジェレミー。

「こわくなんかないんだから！　それにね、レーブンがにげだしたのよ。今いまごろは、ここから何なんキロもはなれたところにいて、助たすけをつれてもどってくるわ！　助たすけって、動どう物ぶつとか、怪かい物ぶつとかなんだから！　来きたら、こんなお城しろなんか、ぺしゃんこにして、あなたを石に変かえちゃうんだからね！　……たぶん。」

「レーブン？　レーブンっていうのかい？　おまえといっしょにいた、男の子が？　カラスみたいな子が？」

　エルフは、うなずきました。

「ちっ！　ラベルを直なおすか。さて、その子がもどってきたよ。おかえり。」

　ジェレミーが横よこへどくと、レーブンが召めし使つかいの手でつまみあげられて、部へ屋やに入ってきました。

「城しろで迷まよったようだな。まったくバカなことだ。よかったよ、うちの『できそこない』が見つけてくれて。さて、にげられないように……。」

　ジェレミーが魔ま法ほうの杖つえをふると、ポン！　レーブンはエルフのとなりに座すわらされ、エルフと同おなじようにくさりでかべにつながれてしまいます。

「レーブンったら、もうっ。今いま、あなたのことを話はなしていたのに、わたしがバカみたいじゃない。でも、無ぶ事じでよかった。」

「ごめんね。」

　レーブンは悲かなしそうに言いいました。

「がんばったんだけど、ここは本ほん当とうに広ひろくてさ、ずっと迷まよってばかり。」

「おいっ、魔ま法ほう使つかい！」と、小さいオニの男の子が言いいました。

「ジェレミーだよ。」

　レーブンは、こそっと教おしえてあげました。

「おいっ、ジェレミー！」

と男の子は、言いいなおしました。

「このままじゃ、すまないからな！　もどってきてみろ、そのうでをかみきってやる！」

「おお、そうかい。」

　ジェレミーは満まん面めんの笑えみをうかべて言いいました。

「そううまくいくかな。さあ、五人でおしゃべりしていればいい。日がしずむころに会あおう。楽たのしみだなあ。おいで、『できそこない』。」

　またカギがガチャリとかけられ、ジェレミーたちの足音が遠とおざかりました。

　レーブンとエルフは、おたがいの目を見て、それから三匹びきのオニを見ました。

　ふたりは、また顔かおを見み合あわせました。レーブンがひとこと。

「うそだろ!?」















　三匹びきのオニは、レーブンとエルフを、じっと見ました。レーブンが言いいました。

「ええと……こんにちは！」

　すると、中くらいのが言いいます。

「おれたち、おまえらのこと『いただきます』するからなー。ま、ここからにげてからだけど。」

　エルフの耳が赤くなりました。

「なんでよ！　あなたたち、どういうことなの!?　最さい初しょに会あってからずっと、わたしたちのこと食たべようとしてるじゃない！」

「まあね、ぼくたちオニだもん。わかるだろ？」と小さいやつ。

「ぜんぜん、わからないわ。森でならともかく、ずっとわたしたちのこと追おいかけてるじゃない。もう何なん日にちも！　それって、ちょっと変へんじゃない？」

「そんなことないさ。」

　小さいやつが説せつ明めいをはじめました。

「ぼくたち、強つよくて大きい、おそろしいオニだろう？」

　いっしょにいる二匹ひきを見ます。二匹ひきとも、おおげさに、うなずきました。

「だから、きみたちみたいな子どもの、小さくて、やせたヒョロヒョロちゃんににげられたとウワサになったら、もうだれも、ぼくたちのことをこわがらなくなっちゃうんだ。ぼくたち、オニらしく、強つよくて大きくなくっちゃいけないのにさ。」

「うん、うん。」と二匹ひき。

「それだとオニとしては、困こまるのよ。ぼくたちがこうしてやっていけるのも、みんながこわがってくれてるからでさ。そのほうが、なにかと都つ合ごうがいいんだよね、兄にいさん。」

　二匹ひきとも、うんうん、うんうん、とうなずきます。

「たとえばさ、オニと会あっただけで、びっくりして死しんじゃう人もいるんだ。そうしてくれると、こっちは楽らくなんだよね。それなのに、きみたち、ふたりときたら……き、み、た、ち、ときたら……。」

　小さいやつは、おこりはじめます。

「きみたちは、ほんっと手がかかる。もう、めんどくさいのきらいなんだよ！　さっさと、おとなしく食たべられてくれよ。子どもらしく、素す直なおにさ。わかったかい!?」

　そう言いうと、おこって鉄てつのくさりをガチャガチャ引ひっぱり、ふたりにむかって歯はをガチガチいわせます。

「あははは……。」

　レーブンは、じょうだんを聞きいたようなふりをしましたが、うまくいきません。でも、続つづけました。



「話はなせばわかるよ、きっと。」

「そうか？」と中くらいのやつが、笑わらいます。

「そうかな？」とエルフもつぶやきます。

「そうだってば！　ここでは、だれも、だれかを食たべたいなんて、思おもっていないんだ。」

　大きいやつが、口を開あけて、なにか言いおうとします。レーブンは、じゃまされないうちに、急いそいで言いいました。

「だからね、みんなでちゃんと自じ己こ紹しょう介かいしたことないからだと思おもうんだよ。」

「じこ……しょうが？」と大きいやつ。

「そう、自じ己こ紹しょう介かいさ。」とレーブン。

「そうかな？」とエルフ。

「そうだよ！　ほら、ぼく、動どう物ぶつと話はなしができるだろう？」

「レーブン、そんなこと話はなしてなんになるの」とエルフは小こ声ごえで言いいました。レーブンは続つづけました。

「動どう物ぶつと話はなしができると、動どう物ぶつを食たべるのは……ちょっとね、ってなるじゃない。わかる？」

「いや、ぜんぜん。」と小さいやつ。

「ま、やってみようよ。」

　レーブンは元げん気きに言いいました。

「ぼくは、レーブンです。こちらは、エルフです。こんにちは。よろしくお願ねがいします。」

　レーブンはエルフを、ひじでつつきました。

「え？　ああ……。こんにちは。これから、よろしくお願ねがいします。」

「お願ねがいって……よろしくってなんだ？」と大きいやつ。

「ほらね。」

と、エルフはレーブンに言いいました。

「あいさつも、ちゃんとできないのよ。」

「おい、なんだと！　バカにするな。」

　中くらいのやつが、くさりをガチャガチャします。

「日がしずむまで待まってろよ！　おれたち、オニに変へん身しんして、こんなくさりなんか、かべから引ひっこぬくからな。」

「でも、引ひっこぬけないかもしれないよ」とレーブン。

「できるさ。なに言いってやがる。」

「だって魔ま法ほうのくさりだよ？　オニでもこわせないんじゃないかな。それに日がしずんだら、悪わるい魔ま法ほう使つかいがもどってきて、ぼくらをみんな石に変かえちゃうよ。」

　オニたちは、考かんがえる顔かおになりました。

「だからさ、みんなで協きょう力りょくして、ここから脱だっ出しゅつしよう。人を食たべるとかいうのは、やめようよ。」

　オニたちは、もっと考かんがえる顔かおになりました。難むずかしい、オニらしくないことをするので、うんと考かんがえないといけないのです。

「さあ、ぼくはレーブンで、こちらはエルフって紹しょう介かいしたよ。きみたちの名な前まえは？　そもそも、名な前まえがあるの？」

「あるに決きまってるだろ！」と小さいやつ。

「よかった！　なんていう名な前まえ？」

　オニたちは、おたがい顔かおを見み合あわせて、ひそひそ……、ないしょ話ばなしをしています。でも、まるでケンカしているようです。

　エルフは、そのすきにレーブンに話はなしかけました。

「ねえ、レーブン、どういうことなの。オニと友ともだちになろうとしてるの？」

「たぶん、ぼくたちがオニのことを知しって、オニもぼくたちのことを知しれば、そんなに食たべたいと思おもわなくなると思おもうんだ。ぼくもそうだけど、ハトを食たべようとしても、前まえの日にそのハトの、お父とうさんと話はなしたら、とても食たべられないもん。だから、オニたちがぼくらの名な前まえを知しって、仲なかよくなれば……。」

「取とり引ひきしよう。」

と小さいやつが言いいました。

「……どんな取とり引ひき？」とレーブン。

「ぼくらオニの名な前まえを教おしえるし、みんなで力を合あわせてここから脱だっ出しゅつする。そうすれば、だれも石せき像ぞうにされないだろう？」

「うん。」

「ただし条じょう件けんがある。」

「どんな？」

「その条じょう件けんとは、ここからにげだしたらすぐに、また、きみたちを食たべに追おいかけるけど、それでもいいってこと！」

　エルフは、レーブンに目をやり、口だけパクパク動うごかします。

（バ・カ・バ・カ・し・い。）

「うん、それでいいよ！」とレーブンはすぐに言いいました。

「なんですって!?」とエルフ。

「ぼくたち、失うしなうものはなにもないし。」

　レーブンは肩かたをすくめて、今いまはピンチだといわんばかりに、くさりをガチャガチャしてみせました。エルフも、肩かたをすくめます。

「しかたない……か。」

「取とり引ひき成せい立りつだ。さ、きみたち、なんていう名な前まえなの？」

「ぼくは、バート。」

と小さくてかわいい感かんじの男の子が言いいました。

「こんにちは。よろしくお願ねがいします♡　これでいい？」

　レーブンは、ニコニコしてうなずきました。小さい男の子は、中くらいのお兄にいさんにうなずいて言いいます。

「こちらは、ボブ。兄にいさん、あいさつして。」

「ちわっす！」

と中くらいのボブが言いいました。次つぎは、背せが高たかくてかっこいいお兄にいさんです。

「大きい兄にいさんが……セドリック。」

「セドリック！」

　レーブンとエルフは、思おもわずふきだしてしまいました。

「わはははは！　ひとりだけ、名な前まえかっこよすぎ！　オニなのに！」



　セドリックは真まっ赤かになって、地じ団だん駄だをふみました。

「だから言いったではないか、絶ぜっ対たい笑わらうって！」

　おこってバートにあたりちらします。

「そもそもなんで、名な前まえを言いわなければならんのだ！」

　レーブンとエルフは、あわてて、笑わらうのを止やめました。

「ごめん、セドリック。」

　まだ笑わらいそうになるのを必ひっ死しでこらえます。

「本ほん当とうに、ごめん。ね、エルフ？　ぼくたちだって、ほんとは変へんな名な前まえだよね。エルフとレーブンって呼よんでいるけどさ、エルフの本ほん当とうの名な前まえなんて……。」

　エルフは足をのばして、レーブンのかかとを思おもいっきり、けりました。

「イッタ！」

「言いわないでって、言いったでしょ！」

　エルフの耳が真まっ赤かになっていたので、レーブンはエルフの本ほん当とうの名な前まえを言いわないことにしました。少すくなくとも今いまはダメです。レーブンは、言いいました。

「じゃあ、みんな自じ己こ紹しょう介かいがすんだことだし、計けい画かくを立てようか。」















　五人はくさりでかべにつながれたまま、脱だっ出しゅつ計けい画かくを考かんがえました。なかなかいい案あんがうかびません。しばらくして、レーブンが、つとめて明あかるく言いいました。

「ぼくね、マッチ箱ばこ取とってきたんだよ。」

「そりゃ、よかったわね。」

とぶっきらぼうにエルフが言いいました。

「すごく大きなマッチなんだ。ドアに火をつければ脱だっ出しゅつできるよ。」

「もしマッチを上うわ着ぎから取とりだして、足の指ゆびで火をつけられたとしてもよ、わたしたち、くさりでかべにつながれてるじゃないの。レーブンってば、て・ん・さ・い。」

「むむむむむ……。」

　レーブンは、だまりました。エルフの言いうとおりです。

「いまの、ヒ肉にく？」

と、中くらいのボブが小さいバートにききました。バートは無む視しして言いいました。

「早く日がしずまないかな。」

　エルフは窓まどの外そとを見ました。

「もうすぐかな。もう暗くらくなってきているもの。」

「そうしたら、このくさりの魔ま法ほうがどれだけ強つよいか、わかるな。日がしずめば、ぼくたち、オニの姿すがたにもどるから。」

　ふたりのオニもうなずきました。

「この場ばで、オニにもどるの？　わたしたちの前まえで？」

「それしかないからねえ」とボブ。

「ええっ！　なんか気き持もち悪わるい。」

「しっ！　エルフってば、そんな言いい方かた、やめときなよ。」

「だって、ドロドロにとけて変へん身しんするんじゃない？　気き持もち悪わるい。」

「そうかもしれないけどさ、でも、そんなこと、わざわざ言いうことないじゃん。失しつ礼れいでしょ。」

「そうか……そうね。知しらないことって、変へんな想そう像ぞうしちゃうわね。」

「どんなふうになるかっていうとね。」

と小さいバートが言いいました。

「太たい陽ようがしずむでしょ。その瞬しゅん間かん、ポン！　だよ。そして、ぼくら、くさりをグイグイって引ひっこぬくのさ。ね。そうでしょ、兄にいさんたち！」

「そうとも！」

　やがて、そのときがやってきました。太たい陽ようがしずみはじめ、オニたちは首くびを窓まどのほうへのばしました。最さい後ごの日の光ひかりが消きえるのを待まっています。

　部へ屋やはだんだん暗くらくなり、セドリックが小さな笑わらい声ごえをあげました。

「キタ[image: ー]ッ！」

　日がしずみ、ほぼ同どう時じに、人の姿すがたをしたバート、ボブ、セドリックは、おそろしいオニの姿すがたに変かわりはじめました。

　レーブンとエルフは、ぽかんと口を開あけて見とれていました。オニの体からだはびくりとふるえたかと思おもうと、全ぜん身しんがぶるぶるゆれはじめ、手足がもぞもぞ動うごいています。顔かおも、真まっ青さおに青ざめたかと思おもうと赤くなり、ありとあらゆる変へんな顔かおをしました。



「きゃっ！　見て！」

「シ[image: ー]！　見てるってば。」

　レーブンとエルフは、息いきをのんで見つめました。オニの髪かみがざわめき、目があやしい光ひかりをギラリとはなち、肌はだが緑みどり色いろに変かわっていきます。ツメがのびて、するどくとがり、体からだもむくむくと、ひとまわり大きくなりました。最さい後ごにポン！　と音がして、すべてが終おわりました。

　約やく五分ふん。人だったものは、おそろしいオニの、本ほん来らいの姿すがたになりました。

「あー、痛いたい、痛いたい。」とセドリック。

「兄にいさん、それ毎まい回かい言いうのやめてよ。人になるときよりマシでしょ」とバート。

「でも、ホント痛いたいんだって。」

　セドリックが、むっとします。

「まったく、もう。じゃ、くさりを引ひっこぬくよ。いい？」

　セドリックとボブは、うなずきました。

「いち、に、の、さん、で、グイッ！　三人、同どう時じにいくからね。」

「どうして？」とセドリック。

「そのほうがカッコいいから！」とバート。

「なるほど～」とボブ。

「じゃ、いくよ！」ボブは大きな声こえで言いいました。

「いーち……。」

「あのう、すみません。」

　レーブンが口をはさみます。

「約やく束そくは守まもってもらえるんですよね。」

「にーい……」とバート。

「脱だっ出しゅつするのが先よ、わたしたちを食たべちゃだめよ」とエルフ。

「うひひひひひ。」

　セドリックが、いやーな笑わらい。

「さん！」とバート。

「今いまだ！」

　三匹びきのオニは、同どう時じにくさりをグッと引ひきました。そして、まったく、なんにもおきませんでした。

　オニたちは、もう一いち度ど、グッ！　と力をこめて引ひきます。

　なにもおきません。くさりの根ね元もとは、ぴくりとも動うごきません。

「ぶっちぎったる！」とボブ。

　三匹びきはまた力をこめて引ひき、そしてゆかにへたりこみました。ぜいぜい、はあはあ。息いきを切きらしています。

「やっぱりか……」とレーブン。

「もう、わたしたち石せき像ぞうになるしか……。」とエルフ。

「チュウ！」

とラットくん。レーブンとエルフは、びっくりして、顔かおをあげました。

　なんと、ラットくんがいます！



　だいたんにも、部へ屋やのドアの下から頭あたまをのぞかせています。

　チュウ、チュウ！　急いそいで二回かい鳴なきました。エルフがききます。

「なんて言いっているの!?」

　レーブンは、ラットくんにうなずきました。

「ラットくん、ぼくたちのことをずっとさがしていたんだって。雪ゆきに残のこった足あとをたどったら、雪ゆき男おとこの足あとを見つけて。においをかぎまわって、ぼくの羽は根ねを見つけて、それでお城しろまでたどりついたんだ。お城しろのネズミたち……石になるのをまぬがれたネズミたちと話はなしたら、ぼくたちがここに閉とじこめられてるってわかって……えっ!?　足音が近ちかづいてくるって。やばい！」

「いやあ！　もう来きたの。どうしよう」とエルフ。レーブンは言いいました。

「ラットくん、にげて。にげて助たすけをつれてきて。きみだけがたよりなんだ。早く！」

　チュッチュッ！　二回かいするどく鳴ないて、ラットくんはドアの下から消きえました。

　まもなく、カギがガチャガチャと鳴なり、ドアがギィィィと開ひらきました。

　ジェレミーです。後うしろに召めし使つかいがいます。

「全ぜん員いん、用よう意いはいいかな？」

　ジェレミーは、にこにこしながら優やさしそうに言いいました。

「よしよし、おしゃべりは楽たのしかったかい？　よかったねえ。ひまつぶしには、おしゃべりが一いち番ばんだよ。」

　まるで悪わるいことをすると思おもってないようです。この魔ま法ほう使つかいは本ほん当とうに人（オニ）の心こころがわからないのでしょう。全ぜん員いんがイラッとしました。

「さあ、みんな立って。これから、美うつくしい石せき像ぞうになりにいくのだ！　ああ楽たのしみだ。きみらも、楽たのしみでしょうがないだろう？　見た人はびっくりするだろうなあ。みんなも、びっくりされたら、うれしいだろう？」

「いいえ、ぜんぜん」とレーブンは冷つめたく言いいました。

　しかし、ジェレミーは聞きいていません。魔ま法ほうの杖つえをスッとひとふりすると、五人は立たされ、かべからとれたくさりが、五人の手をひとまとめにぐるぐる巻まきにし、にげられないようにしました。

　ジェレミーがレーブンに言いいます。

「そんな言いい方かたされてもねえ。もう、やることは決きまってるしね。まあ、石になってみればいいのさ。気き分ぶんも変かわるだろう。」

　そうして、一いっ行こうは部へ屋やを出ました。エルフは、オニたちのひざが、ふるえているのに気がつきました。オニでさえ、こわがっているのです。

















　五人（ふたりとオニの三匹びき）は、とぼとぼと悲かなしげに歩あるきました。召めし使つかいが先せん頭とう、ジェレミーが最さい後ごについてきます。

　重おもい足どりで進すすんでも、あっという間まに、さっきレーブンが見た部へ屋やにつきました。ガラスケースが並ならび、その中にあるのは冷つめたい石の像ぞう。

「よし！」

　ジェレミーが大きな声こえで言いいました。興こう奮ふんして、魔ま法ほうの杖つえの先がふるえています。

「さあ行いくぞ。ほら！」

　ジェレミーは、ガラスケースの列れつの一いち番ばん奥おくをさしました。前まえにあった空っぽのガラスケースのかわりに、新あたらしい、もっと大きいものになっています。

「見たまえ。」

とジェレミーに言いわれて、一いっ行こうは、命めい運うんがつきたような顔かおで、そのケースにむかいました。

「なにか書かいてあるぞ？」とセドリック。

　エルフがラベルを読よみあげました。

「エルフとレーブン、おそろしいオニにつかまるの図ず。」

「ぎゃっ！」とセドリック。

「名な前まえは『レーブン』に直なおってるけど……。」とレーブン。

「オニのぼくらの名な前まえが、ないじゃないか！　不ふ公こう平へいだ！」

とバートが文もん句くをいいました。

「うーん、いい表ひょう情じょうだ。ささ、その感かんじで、そのまま、こっちへ立ってポーズをつけるのだ。ふたりはこわがってる演えん技ぎ。そちらの三匹びきはうでをふりまわして、食たべちゃうぞーっとね。いいのが、できるぞー。」

「どうして、わたしたちが、そんなことしなきゃいけないの？」

「そうしなきゃ、わたしの作さく品ひんがラベルどおりにならないぞ。」

　ジェレミーが、当あたり前まえだろう、という顔をします。

「もう、話はなしてもダメなの？」とレーブン。

「すきなだけ話はなしかけてくれたまえ。」

　ジェレミーは、幸しあわせそうにニコニコしています。まったく話はなしがかみあいません。

「さあ、やろうかね。わが友ともサイモンに連れん絡らくして、わたしの新あたらしい作さく品ひんを見せびらかしたいのう。」

「連れん絡らくが、とれるならね……。」

　レーブンはつぶやきました。

　ジェレミーには聞きこえなかったようです。

「さて、やるぞ！　ひと晩ばん中じゅう、こうしていてもしかたない。そこのふたり、ほら、こわがってる演えん技ぎで……。」

「演えん技ぎじゃなく、そのままできるわ」とエルフ。

　レーブンは、悲かなしくて、しょぼーんとうつむきました。しかし、ほかにできることはありません。魔ま法ほう使つかいの魔ま力りょくは強つよくて、戦たたかえそうにありません。やめさせる方ほう法ほうもありません。杖つえのひとふりで、みんな石になるのです。石の体からだで、魔ま法ほう使つかいの思おもうとおりに、永えい遠えんに。

　ゆっくりと、レーブンとエルフは、ガラスケースの後うしろのとびらから中へと、足をかけました。

「あっ、わたしの弓ゆみがある！」

　エルフは、少すこしはなれたところにある、別べつのケースを指ゆびさしました。その中には、エルフの魔ま法ほうの弓ゆみが入っています。ジェレミーが言いいました。

「きみのか？　あれ、なんだろうと思おもっていたんだ。雪ゆき男おとこがツマヨウジにしていてな。じゃあ、あれも石にかえて、きみといっしょにかざっておこう。」

　エルフは、どうにかして弓ゆみがほしいと思おもいましたが、手にするすべはありません。しかたなく、ガラスケースの中へ入りました。

「よしよし。」

　エルフとレーブンが、中におちついたのを見て、ジェレミーが言いいます。

「そこの三匹びきも、入って。ほら！」

　三匹びきのオニが、ゆっくりと足をかけたとき、とつぜんレーブンが大おお声ごえでさけびだしました。

「おーい！」

　両りょう手てを、ぶんぶんふりはじめました。ジェレミーがおこります。

「なんだ！　そんなポーズではないぞ。だいなしだ。やめろ！」

「わーい！」

　エルフも手をふります。レーブンが見ているものが、わかったからです。

　三匹びきのオニにも、見えました。オニたちはピョンピョン飛とびあがり、変へんなおどりをおどりはじめました。ふたりと三匹びきは、ジェレミーと召めし使つかいの後うしろを見ています。魔ま法ほう使つかいと召めし使つかいは後うしろをふりかえりました。いったいそこにはなにが!?

　それは、ネズミの大たい群ぐんでした。何なん千ぜんというネズミが、魔ま法ほう使つかいめがけて猛もうスピードで走はしってきます。どのネズミも、雪ゆきのように白く、赤い目。かべのありとあらゆる穴あなやすきまや割われ目めから、わらわらとわいてきて、大たい群ぐんとなり、魔ま法ほう使つかいにむかっておしよせてくるのでした。魔ま法ほう使つかいのおどろいた顔かおときたら！

「そんな……や、やめろ！」

　魔ま法ほう使つかいは杖つえをふりあげ、群むれめがけてふりおろすと、杖つえの先からいなずまが出ました。ビビッ！　バーン！　しかしネズミは小さく動うごきも速はやいので、かんたんに光こう線せんをよけています。ネズミたちにとっては、遊あそびのようです。

　おしよせる群むれの先せん頭とうにいるのは、ラットくん！

　あっという間まに、ネズミたちはジェレミーに飛とびかかります。かみつく、ひっかく、ガリガリかじる。あまりの勢いきおいに魔ま法ほう使つかいは足がつんのめり、ゆかに転ころがります。杖つえをふりまわしますが、いなずまは当あたらず、どうにもなりません。

















「うわああ！　はなれろー！　やめて、くすぐったい！　イタッ！」

　ゆっくりと、エルフは歩あるいて、魔ま法ほう使つかいにかがみこみ、手から魔ま法ほうの杖つえを取とりあげました。

「ほら！　ちょうだいしたわ。」

　レーブンはラットくんに言いいました。

「もういいよ。もう、やめても大だい丈じょう夫ぶ！」

　ラットくんや、ほかのネズミたちに伝つたわるのにしばらくかかりましたが、一匹ぴき、また一匹ぴきと、かじるのを止やめました。

　ネズミたちはジェレミーの体からだからおり、そのまわりで輪わになって、ジェレミーがなにもしないよう、かまえています。

　ジェレミーは、よろよろ立ちあがりました。もうじょうだんを言いう気力もないようです。

「くそう、ネズミめ……。バカ、アホ、こんちくしょうめ。」

「そんな悪わるい言こと葉ば、子どもが覚おぼえるから使つかっちゃダメでしょ」とレーブン。

「杖つえをかえせ、魔ま女じょっ子こめ！」

　ジェレミーはエルフにむかって言いいました。

「どうせ、おまえには、使つかえないんだから。」

　エルフは、ジェレミーめがけて、杖つえをヒョイとふりました。いなずまが、ジェレミーの足の間あいだへ飛とびます。

「使つかえるみたい。かんたんよ。」

「エルフ！　きみ、どうやって!?」

　エルフは首くびをふりました。

「よくわからないけど、でも、相あい性しょうが合あうみたい。」

「ほかのこともできそう？」

「ほかのことって、たとえば？」

　レーブンは、ガラスケースと、そこに閉とじこめられた人や動どう物ぶつをさしました。

「この人たちを、みんな元もとにもどして生きかえらせることできる？　あ、ばけものは、そのままで！」















　エルフは、ガラスケースの前まえに立ちました。その中には、石になったリス。

　エルフは、きんちょうしました。本ほん当とうに元もとにもどせるのでしょうか。これよりひどくなったら、どうしましょう。いなずまが出て、粉こな々ごなになったりしたら……。

　ようやくエルフは目を閉とじ、魔ま法ほうの杖つえをふりました。

　ポン！



　けむりが立ちました。そうして、ケースの中でピョンピョンしているのは、リスです。うれしそうに、はねまわっています。

　レーブンが大おお声ごえで笑わらい、ケースを開あけます。リスはまっすぐ飛とびだし、レーブンの頭あたまの上にのりました。レーブンは、にっこり！

「やったね！　ほかのみんなも元もとにもどそう！　石にされたネズミたちも！」

「やめろ……！　わたしのコレクションに手をふれるな！」

とジェレミー。エルフが言いいます。

「だまっていてよ。さもないと、またネズミをけしかけるから！」

　ジェレミーは、おびえた顔かおになり、口をつぐみました。エルフとレーブンは、ケースからケースへと走はしりまわって、みんなを生きかえらせました。最さい後ごに、エルフは、いちばん大きなネズミの王おう様さまにむかって、杖つえをふります。ポン！　王おう様さまネズミの体からだが、飛とびあがりました。生きかえった王おう様さまネズミは、よろこんでチューチュー鳴なき、仲なか間まみんなとあいさつをかわします。

　人ひと々びとの笑わらい声ごえと、話はなし声ごえ。石にされていた人たちが、自じ分ぶんの身みに起おきたことをおたがい話はなしているのです。エルフは、召めし使つかいにも杖つえをふりました。

「森でつかまったんだ」と、召めし使つかい。

「動うごかないでじっと立っていろって言いわれた」と、登と山ざん客きゃく。

　ひととおり、おしゃべりが終おわると、みんな、いかりがこみあげてきました。魔ま法ほう使つかいをとりかこみ、こぶしをあげ、どなりはじめました。

　それを見て、レーブンが、みんなを代だい表ひょうして言いいました。

「魔ま法ほう使つかいさん、この悪わる者ものめ！　人を石にして、物ものあつかいするなんて、ひどいよ！　この人たちは、何なん年ねんもこうしていて、永えい遠えんにこのままだったのかもしれないんだ。ぼくたちだって、こうなっていたところを、ラットくんが助たすけてくれた！　魔ま法ほう使つかいさん、なにか言いうことはある？」

　ジェレミーは、キッとレーブンをにらみました。

「なにもないさ！」

「じゃあ、せめて、もうひどいことしないって約やく束そくしてよ。人や動どう物ぶつを石に変かえたりしないって！」

「ハハ。そんなこと、だれが約やく束そくするものか！」

「そうなの？　これが最さい後ごのチャンスだよ。約やく束そくして？」

「するわけないだろう！」

「じゃ、しょうがないね。」

　レーブンは、エルフに言いいました。

　エルフは、目を閉とじて集しゅう中ちゅうしました。ジェレミーにむかって杖つえをふります。

　ポン！　けむりがもうもうとたちこめ、そのけむりが消きえると、そこにはジェレミーがそのままの姿すがたで石になって立っていました。



　みんな、どっとわきました。たくましい男たちがふたり、石せき像ぞうにかけよると、持もちあげてガラスケースの中へしまい、ケースのとびらを閉しめました。

　わあっと歓かん声せいがあがります。

「さあ、みんなでここから脱だっ出しゅつしましょ。召めし使つかいさんも、みんなといっしょにおうちに帰かえるのよ」

　エルフが、そう言いってにっこりしたとき、後うしろからバートがこっそりしのびより、エルフの手から魔ま法ほうの杖つえをサッと取とりあげました。

「ほら、取とった！　ぼくのだ！　ハハハ、おもしろい見みせ物ものをありがとう。」

「ちょっと待まって！」

　レーブンが声こえをあげて、一いっ歩ぽ前まえへ出ました。

「ぼくたち、協きょう力りょくする約やく束そくだろう!?」

「そうそう、自じ由ゆうになるまでは、ね。おあいにくさま！」

「ぐぬうう！　オニめ……バカ、アホ、こんちくしょう。」

　レーブンがおこると、バートは、にやりと笑わらいました。

「そんな悪わるい言こと葉ば、子どもが覚おぼえるから使つかっちゃダメなんでしょ。」

　バートは、魔ま法ほうの杖つえを、手でもてあそんでいます。

「これ、どうやったら使つかえるのかなあ……フフッ。」

「やめて！　ひどいわ！　杖つえをかえして！　さもないと……。」

とエルフは言いいかけて、やめました。バートが杖つえをエルフにむけてかまえているのです。そして、杖つえをヒョイ！

　エルフは、ひっと息いきをのみました。目もくらむような光ひかり。けむりがもくもくと大きく立ちました。……バートの立っていたところに。

　けむりが消きえると、バートは、まゆ毛げが片かた方ほう焼やけてチリチリになり、顔かおはすすで真まっ黒くろ、服ふくも燃もえています。バートはカンカンにおこってます。魔ま法ほうの杖つえはかげも形かたちもありません。

　オニの三匹びきは、レーブンとエルフをにらみつけ、ぐるっとまわりの人ひと々びとをにらみつけました。おそろしい顔かおをして、ずん、ずん、とつめよってきます。みんな、後うしろに、よろ、よろ、と下がりました。

　バートがさけびました。

「つかまえろ！」

　オニたちがダッとかけだします。みんなもあわててにげます。エルフは、弓ゆみのケースへ走はしり、弓ゆみをつかみました。レーブンは、ラットくんをつかみます。

　みんな、四し方ほう八はっ方ぽうへ、どこへともわからずにげだしました。しかし、オニたちは、レーブンとエルフとラットくんだけが目め当あてのようです。ふたりは心しん臓ぞうをバクバクさせながら、あちらのろう下か、こちらのろう下かとにげまわりましたが、オニたちは、すぐあとをピタッと追おいかけてきます。

「いそいで！　あいつら、速はやいよー！」とレーブンがさけびます。

「知しってる！」とエルフもさけびかえしました。

　ふたりは、部へ屋やへ入り、キキーッとすべって足のうらでブレーキをかけました。どこにも行いくところがありません。この部へ屋やは、行いきどまり。かべに鉄てつの甲かっ冑ちゅうがならび、趣しゅ味みの悪わるいじゅうたんもしかれています。窓まどガラスのとびらは、バルコニーにつながっているだけ。困こまった。どうしようもありません。

　バート、ボブ、セドリックの三匹びきが、部へ屋やへ飛とびこんで、同おなじようにキキーッとすべって止とまりました。

「はっはっは、追おいつめたぞ！」とセドリック。

「レーブン、どうしよう!?」とエルフ。

　レーブンは、あわてて、部へ屋や中じゅうを見み回まわしました。

「弓ゆみを使つかって！」

　エルフは弓ゆみを射いました。しかし、どうしたことでしょう。出てきたのは、雪ゆきがほんの少すこしだけ。ポフッ……。

「やめろよ、カゼひいちゃうよ。」

　バートが、あざわらいました。

「レーブン、ごめん。これしか出ないみたい。」

　そのとき、レーブンに、あるアイデアがうかびました。雪ゆきといえば！　レーブンは、甲かっ冑ちゅうから鉄てつの盾たてをつかみ、エルフにわたしました。

　そして、盾たてをもうひとつ取とると、自じ分ぶんでかかえて、ふたりはバルコニーへ走はしりました。

　レーブンは、冷れい静せいに、手すりのむこうを見ています。

「いける。」

「いけるって、なにが!?　えっ、ええ、まさか、ウソでしょっ!!」

「マジだって！」

　オニたちが、ドスドスと追おいかけてきます。

「飛とべ！」とレーブン。

　そして、ふたりは飛とびました。






















「きゃああああああ！」とエルフ。

「ひゅうううううう！」とレーブン。

　でも、今こん回かいは、こわいからではありません。楽たのしいからでした。

「チュウウウウウウ！」とラットくん。いつものとおり、レーブンの頭あたまの上に、ちょこんと座すわっています。

　ふたりが落おちたところは、雪ゆきの積つもった山の斜しゃ面めんでした。甲かっ冑ちゅうから取とってきた鉄てつの盾たてにのっかって、雪ゆきの上をすべっているのです。まるでソリのように。

　どんどんスピードが出てきました。まだ暗くらかったのですが、ふたりはこわいとも思おもいませんでした。ついに、オニたちからにげられた。悪わるい魔ま法ほう使つかいの城しろからも脱だっ出しゅつできた。ばんざーい！

　ぐんぐん下へ、どんどん速はやく。ついにエルフがレーブンに言いいました。

「これ、止とまるときはどうするの!?」

「あっ、考かんがえてなかった！」

　レーブンは大きな声こえで言いいました。

「もうっ、レーブンたら！　下までいって、ぶつかったらどうするの!?」

「どうするって、止とまるんじゃないかな。」

　雪ゆきが顔かおに飛とんできて、木の枝えだが、体からだの横よこにバチバチあたります。なんてことでしょう、もう、ちっとも楽たのしくありません。

「ブレーキがないよう。」

　レーブンが泣なきそうな声こえになりました。

　ぐんぐん、そりはすべります。ひらりっと雪ゆきの小山をこえ、空中へ。

「きゃあああああ！」

「谷たに底ぞこだああああ！」

　しかし、着ちゃく地ちしたのは草の上。そのままソリは山すその草の上をすべりつづけ、ようやく斜しゃ面めんが平たいらになってきたところで、かれ草の山につっこんで止とまりました。ザザーッン！

「ふう。」

　レーブンが顔かおを出しました。

「おもしろかった。」

「もー！　こんなこと、もうやりたくない！　しばらくはムリ！」

「山やま小ご屋やがあるよ。今こん晩ばんはそこにとまろう。朝あさになって明あかるくなったところで、あたりのようすを見よう。」

「うん！」

　ふたりは、ソリにしていた盾たてをひきずると、小こ屋やの中へかくれました。



　朝あさ早はやく、ふたりは目が覚さめました。

「おなか、すいた」とエルフ。

「ずっと食たべてないもんなあ。でも、もう森の中だから、きっと食たべるものが見つかるよ。行いこう。」

「どっちへ？」

「下のほうへだよ、決きまってるだろ。言いうのわすれてたけど、お城しろの上から海うみが見えたんだ。」

「海うみって見たことないなあ。」

「ぼくも初はじめてだよ。楽たのしみだね！」

　ふたりは出しゅっ発ぱつし、すぐにナッツや、おいしい野のイチゴを見つけて食たべ、ずっと幸しあわせな気き分ぶんになりました。と、レーブンが足を止とめました。

「待まって！」

「なあに？　どうしたの？」とエルフがききます。

「なにか音がした。ぼくたち、つけられてる。」

「まさか……。」

「いや、そうだ。急いそげ！　木にのぼるんだ！」

　ふたりは、あわてて木にのぼりました。そして、ちょうどふたりの姿すがたが木にかくれたとき、ふたりの真ま下したを通とおりかかったものは……バート、ボブ、セドリックの三さん人にん組ぐみ！

　三人は立ちどまると、においをかぎました。

「うーん、いるね。このにおいだ。」

　バートはそう言いって、上を見上げました。

「よい子のみなさん、おはよう♡　にげられるとでも、思おもったの？」

「あちゃー。」

　エルフとレーブンは、思おもわずうめきました。

　チュウ！　とラットくんは、レーブンのぼうしの中へかくれます。

　バートが言いいました。

「さあ、どうするね。おとなしく下におりてきてくれるかな。待まってる手て間まがはぶけるんだけどな。」

「待まつのは、いやだな。たいくつで困こまる」とセドリック。

「だよね。」

とバートはうなずいて、レーブンとエルフに言いいました。

「それとも、ぼくたちがオニの姿すがたにもどるまで、そこで待まってる？　そのころには、もっとおなかがすいてるんだけどなー。」

「ううう……どっちもヤダなあ」とレーブン。

「でも、どうしたらいいの!?」

　エルフは、目を丸まるくして言いいました。

「きみ、弓ゆみ使つかえる？」

　エルフは悲かなしそうな顔かおになりました。

「やってみるけど……でも使つかえそうな気がしないの。使つかうコツがわからなくなっちゃったみたい……。」

　それでも、弓ゆみをかまえ、オニたちをねらいます。オニたちはもう、エルフを笑わらっています。

「今こん度どはなにが出るんだい？　鳥とりのエサかい？」

　ボブがそう、からかいました。

　そして、弓ゆみを射いっても、なにも、本ほん当とうになんにも、おきませんでした。

「ああ、レーブン。わたし、どうしちゃったんだろう。魔ま法ほう使つかいの杖つえなら、ちゃんと使つかえたのに！」

「ぼくにも、わかんないよ。」

　レーブンは、考かんがえる顔かおになりました。そして、ポケットの中をさらい、魔ま法ほう使つかいの部へ屋やで見つけた箱はこを取とりだします。

「ぼく、思おもったんだけどさ。マッチを見つけたって最さい初しょは思おもったんだけど、でも、これ、見れば見るほど……。」



　マッチを一本取とりだし、エルフにわたしました。

「これ、なんに見える？」

　エルフは、手にした棒ぼうを、じっと見ました。

「これ、まさかと思おもうけど……。」

「思おもうけど……？」

「魔ま法ほう使つかいの杖つえに見える。ちょっと小さいけど。」

「ぼくも、そう思おもう。」

　レーブンは、にこっとしました。

「試ためしてみない？　あいつらに。」

　エルフは、うなずきました。

　その小ぶりな杖つえを、オニにむかってヒュッとふります。

　ポン！

　けむりが出て、バートのズボンのおしりに火がつきました。バートはヒッと飛とびあがり、走はしって森の中へ消きえました。

「使つかえるわ！　でも、杖つえが消きえちゃった！」

「一いっ回かいだけの、使つかいすてなのか!?」

とレーブンは言いいました。

「おもしろいね！　さ、あと五本残のこってるよ。二本使つかって、ボブとセドリックをやっつけよう！」

　エルフはそうしました。二匹ひきともおしりに火がつき、二匹ひきはあわててバートを追おいかけていきました。おしりについた火を消きす水をさがしにいったのです。



　レーブンとエルフは木からおりました。レーブンは、残のこった三本の杖つえを、大たい切せつにポケットにしまいました。

「これ、便べん利りだね。エルフ、すごいや！」

　エルフは、にっこり。でも、少すこし悲かなしそうです。

「この弓ゆみがいつでも使つかいこなせたら、いいのに……。」

「いつか、そうなるよ。大だい丈じょう夫ぶ！」

　ふたりは森の中を歩あるきました。レーブンはエルフに、立ち聞ぎきしたジェレミーとサイモンの話はなしをします。ゴブリン・キングのうわさ。そして、サイモンが言いっていた「歌うたう剣つるぎ」と「月のなみだ」のことを。

「すごい！　それさえあれば、ゴブリン・キングをたおせるのね！　でも、『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』ってなんだろう……？」

「わからない……。」

「どこに行いったら、あるんだろう？」

「それも、わからない。でもさ、ゴブリン・キングと戦たたかう方ほう法ほうがあるってわかっただけでも、いいよね。」

　エルフは、うなずきました。

　にっこり。

「もうひとつ、すてきなことがあるわ。見て！」

と、エルフは指ゆびさしました。

　ふたりは走はしりだしました。魔ま法ほう使つかいの杖つえよりも、ずっとすばらしいものを見つけたのです。

　海うみです。木き々ぎのすぐむこうに、海うみが開ひらけています。ふたりは砂すな浜はまへかけだしました。笑わらいながら、砂すなをけって相あい手てにかけます。

「とうとう海うみに来きたわ！」とエルフ。

「海うみだね！　これから、海うみをわたって冒ぼう険けんだ。『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』をさがしに！」

「そして、ゴブリン・キングを止とめる！」

　エルフも大きな声こえで言いいました。

　チュウ！　とラットくんもうれしそう。

「なんて言いったの？」

「『レッツ・ゴー！』だって。」

　そして、ふたりと一いっ匹ぴきの旅たびは続つづくのでした。


















訳やく者しゃあとがき


中なか野の　聖ひじり　　　　　　






　エルフとレーブンのふしぎな冒ぼう険けん、第だい二巻かんをおとどけします。一巻かんで出で会あい、仲なかよくなったふたりですが、今こん回かいは、旅たびの途と中ちゅうでつかまり、ふたりがはなればなれになる展てん開かいです。はなれているのに、おたがいの身みの安あん全ぜんを思おもいやっているふたり。ケンカばかりしているようで、やっぱり、仲なかがいい。そして、そんなふたりといっしょにいるラットくんも、大だい活かつやくです。

　一巻かんで出てきたオニたちが、この巻かんにも出てきました。オニは、オニのイメージを守まもるため、オニらしいほうが自じ分ぶんたちに都つ合ごうがいいので、レーブンたちを追おいかけてきます。そんなの、こっちには関かん係けいないのに。

　さて、この本に出てくる雪ゆき男おとこ（イエティ）は、ヒマラヤ山さん脈みゃくにすむといわれている伝でん説せつの未み確かく認にん生せい物ぶつです。現げん地ちの人たちの言こと葉ばでイエティと呼よばれていますが、ときどき目もく撃げき情じょう報ほうがあり、その正しょう体たいは、巨きょ大だいな類るい人じん猿えんとも、ヒグマともいわれています。なぞの巨きょ大だいな足あとだけが英えい国こく人じんに発はっ見けんされたため、英えい語ごでは、ビッグフット（大きな足あと）と呼よばれることもあります。（この本でも、エルフが足あとを発はっ見けんしましたね）。

　どんな生せい物ぶつかわからない、ということは、そこがおもしろいところでもあるのですが、イラストの朝あさ日ひ川かわ日ひ和よりさんは、雪ゆき男おとこをどんな絵えにするか苦く心しんされたのではないかと思おもいます。魔ま法ほう使つかいジェレミーの味み方かたなのか、敵てきなのかよくわからない感かんじも、うまく表ひょう現げんしてくださって、翻ほん訳やくの校こう正せいをしながら、イラストがあがってくるのを楽たのしみに進すすめています。今こん回かい、ページのすみにあるラットくんのパラパラまんがは、まるで雪ゆきの中をラットくんがレーブンの羽は根ねをさがしているようで、すごい。本の世せ界かいを広ひろげてくださって、ありがとうございます。読どく者しゃのみなさんも、すみずみまで絵えを楽たのしんでください。

　デザイナーの高たか橋はし久く美みさん、本ほん書しょの出しゅっ版ぱんにご尽じん力りょくくださった編へん集しゅうの方かた々がたにも、心こころよりお礼れい申もうしあげます。

　第だい三巻かん、舞ぶ台たいを海うみに移うつし、どんな冒ぼう険けんが待まっているか、お楽たのしみに!!
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